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中国漁村に関する研究
一一山東.{折江南省を中心として一一一
田焔久夫※ 金丸良子※※
1 .問題の所在
中華人民共和国の水産業は近年急速な発展を示している。ソ連邦が1991年に崩壊1)した現在，
実質的には世界第日立の水産国に躍進した2)。しかしながら，その実態には不明な部分が多い。
その最大の理由は，水産業の基地でもあり，基盤ともなっているj魚村やめや漁村を構成する漁民
に関しては，ほとんどその概要が知られていないということに起因すると考えられる。すなわち，
中国国内におけるかかる方面での研究があまり実施されていないということに加えて，漁村ーの大
半は，主として毘防上の理由4)から 外国人研究者が自由に立ち入って調査・研究することは勿
論のこと，観察あるいは参観することさえ禁止されている，いわゆる f未開放地区jに国家より
指定を受けているためである。
以上論じたように，中国における水産業に関する研究は，その重要性にもかかわらず，久しく
等間視され続けてきt.:o 本稿では このような現状を克服しようとすることを自的の 1つとして
いる。しかしながら 沼南中国に居住する少数民族のヤオ族の場合においても指摘した如く(田
畑久夫・金丸良子 1993 pp. 97 ~ 99 )，調査対象集落のほとんどが，上述の「未開放地区jに
位置しているため，たとえ fieldsurveyを実施することができても，当然ながら各種の制限5)が
伴う。それ故，本稿における調査内容に関しても 同様の制限・限界が存在することは認めなけ
ればならなし E。とはいうものの，以下において論を展開する，主として漁村に関する l次資料は，
すべて筆者らが現地に赴き，直接入手したものである。また，調査対象とした漁村も，人民共和
密成立後，外国人研究者としては最初に歴訪し， field surveyを行なった集落である(田畑久夫
1989， 1992， 1993，田畑久夫・金丸良子1987，1991 a . b . C • d)。
このように，非常に限定された条件下での fieldsurveyであるが，次に述べるような観点から，
中国の漁村6)をとりあげることにした。すなわち，日本国有の伝統文化の基盤あるいは根底となっ
ていると考えられている文化は 一般に基層文化7) (Basic Culture) と称されているo かかる文
化は，個々の毘有伝統文化の源流あるいは形成を考察するうえからも，主要概念の 1つといえよ
う。日本の国有文化を考える場合 上述した基層文化として 照葉樹林帯8)の下に独自に展開し
発達したとされる「照葉樹林文化jと呼ばれている文化が近年では非常に有力な作業仮説
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(working hypothesis) として注目されだしてきた9)0 I照葉桜林文化jに関する一般的な概略は
割愛するが，照葉樹林帯には，民族あるいは言語上，その所属する系統が異なる多くの民族集団
が居住している。にもかかわらず，この森林帝には多種多岐にわたって共通点10)がみられるの
である。
照葉樹林帯は，ネパール・ブータンから華南を経由して，江南の地と称される長江の中・下流
にかけて帯状に広範囲にわたって分布している。そして，日本列島西南部がその東端に該当する。
このように， 日本列島西南部も照葉樹林帯に所属している。しかしながら， I照葉樹林文化Jを
代表する各種の文化要素が濃厚に分布するといわれている「東亜半月弧J(上山春平忌佐々木高
明・中尾佐助1976 p.6)とは，氷河時代などの古い時代をi除外すれば，東シナ海(東海)など
の海洋によって隔離されている。それ故， I照葉樹林文化jを代表する文化要素の多くは， I東ヨl~
半月弧jから海を渡って伝播したと推定せざるを得ない11)。といっても， I東亜半月弧jで成立
したと看倣されている個々の文化要素は，要素のみでは渡来することが不可能で， 自本列島西南
部に伝橘するためにはかかる文化要素の担い手たる民族集団が必要となってくる。本稿では，か
ような民族集団が依拠したかもしくは民族集団とともに日本列島西南部に渡来した人々の中に，
漁民の集団存在を想定している。
すなわち，当時としては，外洋を航行する技術を有した集団を伴わなければ， 日本列島に渡来
できなかったと推定できるからである。とりわけ，山東.?31r1工両省の沿岸・離島に居住するif卒、民
は，前者に関していえば，山東半島が朝鮮半島の方向に向って突き出していることなどから，朝
鮮半島経由北九州へというコースの中間に位置している 12)。後者の場合でも沖合を自本海流(黒
潮)が北上し， 日本列島沖に達しているなどの好条件の場所に存在している。かかる意味から，
本稿では，漁民が構成員の大部分を占める集落である漁村に関して，可能なかぎり時系列的に分
析することを通して， 日本の基層文化の解明の手がかりとしたい。
なお，山東半島の漁村の大半が位置する山東半島は，厳密には照葉樹林帯に所属していない。
しかしながら，江南の地から海岸線に沿って北上し，前述の朝鮮半島に渡るのではなく，山東半
島経由自本列島(九州)へという伝播コースも推定可能なこと(田畑久夫 1992b p.42)や，
山東.{折江南省の治、民は，現在でも相互に交流がある点などから，考察の対象とした。
2.水産業の発達史と漁区
前項で論じたように，中国の水産業は近年非常な発達を遂げた。しかしながら，その発注史に
関しては解明されていない部分も多く存在する。この点についても前項で指摘したことになるが，
その理由は，かかる方面での中国人研究者の不足によるものと推定できる。中国人研究者による
詳細な漁業発達史を含む水産史の出現が待たれるところである。このような現状のため，わが国
においても，中国の水産業の歴史に関する研究書は皆無に近いといった状態である。
以上のように，詳細な分析は今後の研究によらねばならないが，一般に中国においては，人民
??
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第 1表 中国における海面水産業の時代区分
区 jノf 名 初: 特 色
I 新石器時代 初歩的段階，採取・釣中心，貝塚の存在
E 夏・蕗・ j喜代 初期的段階，漁船・漁網の出現
回 奏~清代 沿岸漁業主体(副業的位置)，養殖業の出現
N 法末~人民共和国成立 専業漁家の出現，生産手段の近代化
〔出j冴〕 張震東・楊金森編 1983 pp.6-14を一部修正して作成
共和国成立までの水産業(海面)の歴史は第 1表のように 4区分されている。第 1表のみからで
は直接読みとることができないが ととの時代を通じても，漁業に従事する漁民の生活は困難を窮
めていたと思われる。以下では，中国最大の漁場といわれている漸江省舟山諸島(中国では「舟
山群島Jと呼ばれている)における水産業の発展史を分析することで，中国全体の漁業を中心と
する水産発達史の動向を把握していくことにする 14)。
1 )舟L1J諸島の自然
一般に，漁業を中心とする水産業は，農業に代表される他の第 1次産業と同様にあるいはそれ
以上に，気候などの自然、条件に左右されることが非常に大きしミ。それ故，舟山諸島の水産業に関
する時系列的な分析に入る前に，舟UJ漁業の発達の基盤ともなっているというべき，舟山諸島周
辺の自然環境を検討しておこう。
舟山諸島は，北を中国最大の河川である長江河口，南を象山，東を杭ナトi湾によって三方を各々
限られる島艇である(第 1図)。これらの島艇は，前述のように長江河口沖に位置していること
などから，吉くは「海中ナHJとも称、された。舟山諸島には，現在96の有人島を含む1，000を越え
る大小の島々が存在するo 海域面積は15万平方キロメートルにも達し中国最大の面積を有する
諸島である。このように，広大で多数の島娯から構成されるが，諸島中最大かつ中心的な役割を
担っているのは舟山島である 15)。舟山島は，中国では第4伎の面積を有する島である16)。行政上，
現在では，この舟山島を中心とした!日定海県と，東側に隣接する普陀山17)を主体とした旧普陀
山県とを併せて，舟山市18)と称している。この他，舟山諸島には，岱山鳥を中心とした岱山県，
蝶山島を代表とする蝶泊県が所属している。
前述したように，舟山諸島は中国最大の漁場であると称されているが，理由としては次の 2点
があげられる。第 1点としては，舟山諸島が位置する地形的条件である。すなわち，黄海および
東シナ海に面した大睦海岸が 地質学でいう新世代第3紀末期に沈降したときに，海岸付近に点
在していた丘陵が山地などの高地が海面に露出し，舟山島・岱山島など現在の舟山諸島を代表す
る島娯となったのである19) (く舟山漁志〉編写組編 1989 p.38)。かかる成因によって形成さ
れたため，舟山諸島の平均海面深度はマイナス40メートル内外で，魚類の成育に大変適した大陸
相!となっている(雷宗友主編 1988 p. 16~ 18)。
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(註)①舟山島 ②普陀山 ①蝦峠島
④岱山島 ①東棄島 ⑥東福山
⑦拘花島 ③繰 UJ ③ 泊五葉山
第1図舟山諸島概略図
040o km 
以上の第 l点で指摘した地形条件に加えて，海流が諸島近海を流れていることが第 2点として
指摘できる。つまり，北太平洋最大の媛流である日本海流の支流で，高塩分を含む台湾海流20)
と黄河沿岸流21)および長江河口付近に形成される東海沿岸流が合流する地点が，舟LIJ諸島沖合
なのである(く中国自然、地理〉編写組編 1984 pp.40-42)。というのは，後者の両沿岸流は，
黄河・長江という最大規模の河川から流入する淡水が多量に混入されているため，低塩分で水温
も高くなし 3。それ故，これらの海流が合流する海域では，いわゆる「潮自jが形成される。その
上，この海域は，長江をはじめ銭塘江・南江などの大河川の河口沖に位置するため， リン・娃酸
などの栄養素に富み，魚類の餌となる動物・植物性のプランクトンが多量に発生しやすいという
好条件も備えている22) (く舟山漁志〉編写組編 1989 p.40)。
このような地形および海流を中心とした自然条件に，舟山諸島近海は恵まれている。しかしな
がら，現在においても，地元の漁民間で広く流布している「捕魚人勿読四書 }I員i境得大水 小水J
という諺に代表されるように，近海では干満の差がとくに激ししミ。かような 1Bの潮流の変化は
? ??
第2回 舟山諸島近海における潮流の変化
}I貢序潮流名称潮流方向
海j力強弱
最小(干潮)最大(満潮)
東北水 西南流
2 東水 西流
3 東南水 西北流
4 南水 北流
5 西南水 東北流
6 西水 東流
7 西北水 東南流
8 北水 南流
〔出 所〕 く舟山漁志〉編写組編 1989
p. 143より作成
「八卦溺lJと称、される。舟山諸島では，
それぞれの潮流の流れに従って，第 2
図にみられるような名称がつけられて
いた。それ故，流絹・張網などを主と
する木造機帆船による伝統漁法の場
合，操業上多くの制約が存在した。
2 )漁村発達史
舟山諸島近海は，前項、で指摘したよ
うに，非常に優れた自然条件を具備し
ていた。このような特色を有する舟山
諸島の水産業はどのように発展してき
たのであろうか。水産業の中心と患わ
れる漁業を事例として，その発達史を
4食言すしていこう。
とはいうものの，舟山諸島は， 1840年代初頭に勃発したアヘン戦争のとき，一時イギリス箪に
占領されるとし寸事態が生じた。そのため，島民の大半が大陸に移動してしまった。かような大
混乱に陥ったため，諸島内の史料はほとんど散逸してしまった。したがって，史料上，多くの制
約が存在するので漁業発展史に隠しては詳細が不明な部分が多い23)。
このように，文献などを含む諸資料が大変欠如しているのであるが，舟山諸島の漁業発展に関
しては，前項でも参照した書物をはじめ中国側の研究書が既に存在する(く舟山漁志〉編写組編
1989，張辰東・楊全森 1983など)。以下では，これらの著書の記述を参考にしながら，筆者ら
の現地における開き取りなどの知見をも加えて考察してみよう 24)。舟山諸島の漁業発達史は下
記のように，大きく (A)-(F)の6期に区分できる。各々の時代とその特色を順次述べていくこ
とにする。
(A)魚介類採取期。現時点までにおいて，舟山諸島では20ヶ所を越える地点から，新石器時代
の遺跡・遺物が出土している。これらの遺跡祉などの発掘調査の結果から，紀元前約4，500年こ
ろには，主要な島々には既に人々が居住し，魚介類を採取していたことが確認されている。当時
の島氏は，主として海岸線沿いに居住し，共同使用の漁場(磯場)を共有していたようである。
また，ごく初歩的な網や竹裂の築なととも使用されていたらしい。主要な漁場は潮がヲiいた海岸線
イす近一帝で，主としてエピ類と貝類が捕獲対象であった。しかし，漁業を専業としているものは
存在しなかったようである。この期間は大変長く，数千年間に及んだと推定されている。
(B)沿岸漁業期。 7世紀ごろより，海岸沿いでの採取中心の漁掛から，沿岸での小型漁船によ
る操業が実施されるようになった。その結果，半ば自給自足的な生活を営んでいた鳥民の開でも，
この期になると，小規模で、はあるが漁携を専門に行なうものも出現してきたO とりわけ， 738年
に舟山県が成立25)すると，諸島内の秩序が非常に安定したため，飛躍的に漁獲量が増加するこ
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とになった。漁場も早朝に出かけて夜には帰ってくるという， 日帰り圏にまで拡大した。また，
これらの授業は偶人が単独で実施するのではなく，数人が共同して行なうようになった。漁業に
関しでも，流網などに進歩がうかがえた。漁獲物は，大黄魚 (Pseudosciaenacroceα) ・小黄魚
(Psωdosciαena tolyactics) ・帯魚、(Trichiωus hαumelα) など，現在捕獲されているほとんどの
魚類が含まれていた。
(C)操業禁止期。前期にみられた操業も，明代およびその後の清代初期には，海賊の取締りな
どのため，国策として舟山漁場での操業は一切禁止されたお)。それ故，諸島内に居住する漁民
もこれに従わざるを得なかった。漁業後退期である。
(D)沿岸漁業復興期。 1648年の出漁業禁止解除後，舟UJ諸島への入植も認められ，多くの人々
が新たに舟UJ諸島に来住した。その後， 18世紀の前半には，岱山・長徐などの島艇でも漁業が再
開された。さらに， 1830年代より，隣接する福建省より釣船が島内に出没するようになり， J和子
j鵠・東福などの島々に漁民が定着し，漁村を形成した。この時期が全盛期であったが，長く統か
ず，前述したアヘン戦争の影響を直接受け，操業は一時遮断されることになった。
(E) ilj合漁業期。 1840年代に入ると，アへン戦争の後遺症も一段階した。すると，大陸などに
一時避難していた!日島民も島棋に戻り，漁業も再開された。この期の操業は，数日間舟LJ諸島近
海で漁業に従事するil1合漁業が主体となった。その理由としては，①水産物に対ーする需要の高ま
り，②潮流・気象などに関する科学的知識の普及，③漁船の大型化におよび定置網に代表される
漁法の発達，④象UJ.草[)県・奉化など近くに位置する漁業先進地域に居住する漁民の来高などに
よるとされる。その全盛期であると看倣される1935年には，この海域でトロール(底引き)漁船
500対27) 3人乗りのイカ網船420綾， 6 ~ 8人乗りの流綿船などを中心に総計2，530般の漁船が
操業するなど，非常に繁栄していた。この期間は日中戦争勃興期まで続いた。
(F)木造機l帆漁船による操業期。 1950年における舟山諸島の解放後，合作七1:などが設置され，
漁船の機械化も進んだ。とくに，漁業隊が形成され出した1956年に機帆船の造船が開始され
1967年には舟IlJ諸島の漁船はすべてこの型式になるなど，漁船の動力化がみられた。さらに
1963年には，国営舟山海洋漁業公司が， 1979年には日本企業との合資形態をとる舟山市第2海洋
漁業公可が設置されるなどして，近代的な操業システムで漁携が実施されることになり，漁獲も
増大した。また，漁場も遠洋まで拡大した。なお，近年においては，対鍛 (F)smαeusorientωls) 
とi呼ばれるエピの一種の養殖や，鏑鉄製漁船(冷凍設備内蔵)の建設も進められており， 日本な
とと外国への水産業の輸出も開始されている。
3 )漁区
舟UJ諸島における漁業に代表されるように，中国の水産業には長い歴史が存在する。このよう
な伝統を有する漁携が実施されている空間が漁場である28)。すなわち，漁場とは，一般に漁法
と称されてい種々の生産手段によって，主として魚族を捕獲する水域であるといえる(出土I久夫
1989 p.9)。漁区の具体的な分析に入る前に，漁場の一般的性格を検討しておこう。
以上論じた点に特色づけられる漁場は，山氏29)が狩猟を実施する場合の狩場や，農業の場合
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の水日1・対1:lt!!などの耕地とほぼ類似した機能をもっと考えられる。しかしながら，漁場は，基本
的には後者とは類似性が認められない。というのは，水田・畑作に代表される耕地の場合，第 1
点として，ある一定期間単一の作物を栽培することがその基本的性格で、あること，第 2点として
は，先祖代々，特定の場所に定着して居住するとし寸定着性，およびこの空間を向様に代々使用
するという水続性が認められることである。一方，これに対して，漁場の場合，前者に関しては
漁獲対象物である魚種は，種々の条件一一一主としてAIJ述の自然条件一一ーにより単一の魚族とは
限定されないこと，後者については，乱獲に代表される資源の枯渇で、絶えず移動しなければなら
ないという事実が各々仔在し，↑生搭を大いに異にしている。かような独自の性格を有しているた
め，漁場は，その成立のために経済的な合理性が要求されるのである。それ故，経済効率の優れ
ている特定の水域が漁民の間で競合することになることが多し E。漁区とは，このような性質をも
っ漁場を，ある特定の水域単位として，行政的(人為的)に分割した領域であると看倣される。
中国の場合，淡水漁業を除く水産業は，黄海および東シナ海に面している断江・山東・福建・江
蘇の 41ぎに集中する。この 4省だけでも，例えば1985年度には，全国の総漁獲量の半分近くを占
める(第 2表)。一般には，漁場は北から南にかけて次の 4つに区分されている30) (第 1図)。
第2表 おもな雀における水産業の概況 (1985年)
総漁獲量 うち海fiITd(t 漁業主事
漁業村
漁業生産隊 専業漁家
漁業就業者|
獲量の比率 (公社) (大隊) 人 口
全国
7，051，755t 
59.5% 
400ケ所 4， 730ケ所 17，829ケ所 1，129，487戸 4，703，354人
000% ) (100% ) (100% ) (100% ) (100% ) (100% ) 
iJ万江省
1，048，2]0 122 966 7，425 220，545 838，934 
(14.9) 
2l. 2 
(30.5) (20.4) (41. 6) (19.5) (17.8) 
江蘇省
675，354 46 771 112，919 389，649 
(9.6) 
5. 7 
(11. 5) (16.3) 
。
(10.0) (8.2) 
IJj東省
814.047 43 414 785 123，418 399，547 
(1l.5) 
17.4 
(10.8) (8.8) (4.4) 00.9) (8.5) 
福建省
760.60] 28 454 5，919 297，543 1，501，334 
(10.8) 
17.0 
( 7 ) (9.6) (33.2) (26.3) (31. 9) 
安i設省
173，113 26 172 770 205，545 84，711 
(2.5) 
。
(6.5) (3.7) (4.3) (1. 8) (l. 8) 
(註)( )内は対全国比のパーセント 〔出所〕 中華人民共和国農牧漁業部編 1986よりtlB出作成
a. 湯海区。この海区は，遼東半島とUJ東半島とに匪!まれた内湾にほぼ一致する。そのため，
大陸から流れ込む黄河・遼i~Jなどに代表される大河川の影響を年中受けることになる。すなわち，
上流より運搬されてきた大量の土砂が内湾海底に堆積する。その結果， 4海区中では，平均海面
深度がもっとも浅しミ。このため，水温の季節的変化が著しく，最低を記録する 1月では平均気温
が摂氏。度以下，最高となる 9月では平均気温が摂氏24-27度にまで上昇する。とくに冬季にあ
たる12月下旬から 2月にかけては，湾内が完全に凍結し，漁船が航行不可能になるので，操業は
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完全に停止される31)。
主要漁場は沿岸一帯と，前述した湾に流入する河口沖である。漁法としては， *J者で、は小型の
定置網，後者では流網などを中心に操業が実施される。主要漁獲物としては，ノj、黄魚、・帯魚、・鰍
魚、 (llishaelongαtα) をはじめとする各種類の魚類・エピ類などがあげられる。エピ類の中でも，
とくに対蝦・毛蝦 (Aceteschinensis)は助海湾の特産物として有名である。
b. 黄海区。山東半島から長江河口までの区域である。海底は平坦部が大部分を占めるため，
トロール漁には最高の漁場となっている。またこの海域では，例えば3月には北西風， 4月には
東高風というように季節によって風向きが大きく変化するので，海流や水温の変化が著しし、。そ
のため，多くの魚類、の産。I~所や回遊場所となっている。主要漁場は，西朝鮮湾に流入するヤール
) 1 (鴨緑江)の河口デルタおよび山東半島先端の 2ヶ所である。主要な漁獲物としては，小黄魚、・
黄姑魚、 (Nibeααlbifora) ・帯魚、などの魚類が中心となるが，特産物としてはナマコ (Stichot加 5
1ゆω1icus)があげられる。なお，かつては捕鯨も大規模に実施されていた。現在では， トラフグ
(Fugu vennicularis)なととも捕獲され， 日本に輸出している32)。
C. 東海区。舟山諸島・台湾海峡を中心とする中霞有数の漁場があるので，中国最大の漁獲量
を誇る漁区となっている。この海域には長江や銭塘江などの主要河川が流入し，水質はすこぶる
良好といわれている。また，寒・暖流の合流点ともなっており，プランクトンなどの水産資源に
も恵まれている。そのため，大黄魚、・ IJ、黄魚、をはじめとする高級魚、の漁獲も多い。
d. 高海区。台湾より南方の広大な海域を占める。冬季でも摂氏20J支を越える場合が多い。そ
のため，黄鱗(Taiμs tum ifrons )なととの亜熱帯性の魚類を主体に，海ガメ (Cheloniαmydas)
梅花参 (Thelenoteαnanas) と称されるナマコ類の 1種や，薬草の原料となる海ー人草 (Digel1ea
simtlex)なども豊富である。
3.主要漁種と生産手段
1 )主要魚種
中国における海面漁業は，前項でも論じたように，北は黄海・劫海湾から高は南シナ海(南海)
に到る広範囲にわたる水域において実施されている。したがって それぞれの水域においては
非常に多くの魚族が棲怠している(第 3表)，本稿では，発達史と伺様に，舟山諸島近海を事例
としてとりあげ，論じていくことにする33)。
舟山諸島では，第 3表に示した魚介類を含めて， 100種を越える魚種が捕獲されている。これ
らの魚介類を捕獲する水域つまり漁場は合計17ヶ所にも及んでいる。漁場は，舟山諸島近海およ
び大陸沿岸の 2ヶ所を中心とする中・小規模の中国でいう「沿岸漁場jと 東シナ海上にある大
規模な水域を占める中国でいう「海場漁場jとに大きく 2分できる。弼漁場では，捕獲される魚
種がまったく異なっているという特色がみられる。すなわち， i沿岸挽場Jでは，大陸沿岸沿い
を巡回する大黄魚、・小黄魚、・帯魚、・鰍魚およびイカ類などを代表とする回遊魚の捕獲が中心であ
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舟山諸島における漁獲量の推移
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第3図
中国名 名
第3表主要漁獲物とその漁物
名 主要漁場
舟IlJ， i温孟副j、t十札iト
j温晶ナ州iト1-仁し，j舟柱祉.山， 蝶UJ，円相， 煙台， 地iij:
溺j海，石島， J主言港， -IB-UJ， iJ計十1.北部湾
煙台， )或j毎，長江口，舟IlJ，i品川
期}海，長江口， i品川'1
荒川湾，長江口，舟山， i昆ナ1-1，司!:i票 J得i!!i上下)1
i1r江，北部湾，黄海南部
長江口， 1担氾:
東海南部，海南島，北部湾
福建，広東
溺bi毎-，鴨緑江口，東海北部
湖海，海洋島， )五山頭，長江口
説li海，日消， itlJ頭，例;山， i:其江
:樫台，威海，海洋島， 1折江
石島，成IlJliJ{
j勃海，黄海北部，舌UJ，itl頭， :1出場，侠;IlJ，i甚江
湖海，鴨緑江口，黄海中部，長江口
長江口， jI-1幻，魚UJ，i創刊，福建
長江口，海南島東部，北部湾
出iI.説}海
山東沿岸，長江口
遼寧， i折江，福建
i1r江， UJ東
長江!コ，大陳島
i'!JJ海，黄海北部.長江口，断訂;
遼寧， 1束，広東
煙台， 1折r工，江苦手，広東
海南島南部，西沙1洋鳥
海南島南部，出沙群島
山東高fij， 青島，長江口
全国沿岸
全密近海
股東沿岸
黄海南部，舟山， i品1-11，iUI iJt ，北部湾
全国沿海
荷j毎，東海
福建，広東， J束， J立寧沿海
術江，福建沿海
山東， i折江，海南島
溺}海， l'折江象i北海南島
大連，所江沿岸. iUl頭，海南島
長UJi詰，老鉄IlJ，石島，持j急，江蘇
大連，長UJ烏，福建東UJ，海南島
石島，成山島，煙台，威海，乳山口，間j海
溺j海，舟UJ，i折江南部，北部湾
股東沿岸
溺~i毎各inJ口
遼東半島，山東半島，江蘇， 1折江，指建，広東沿岸
旅大，山東半島沿岸
UJ束沿岸，蝶楢列島，福建沿岸，海南島
広i!!i，海南島
海南島，広東
1折江，福建
福建，広東，広泊.
全国沿岸
?
大黄魚、 1Pscudosciacna crocea 
/J、黄魚 1Pseudosciacna 1)0今act!s
白姑如、 1Arg)刊 somusargcntatus 
焼魚 1Miichthys mii吋
黄姑角、 1Nib印日lbijlora
'，1"魚 1Trichiums hamela 
量鎧品 1魚魚汚ゑ、 Is幻Iro仰Pηm叩1ω白tcoωidcs白rgcηIc印us
髭 鱗 IJ-f，仇お0仰 l同og叩CIりザ山'ぼ5附
金綾魚 i人'em似t印μurηS川宮加QωI川
刺錯 1Pscl10psis日Ilomale
聖子 魚 1Paralichlhy olivaccHs 
蝶魚 Ip円〉マle印u川η仰JO仰}η川1i化ch似1υIh勾yc附 1ωutω14
錦 魚 iυI的Iωshル加f口'jelm昭 a/ωQ 
飴魚 Ip内2弘ηt印uωF削nalゆ0ph加0問 S吋Ja吋to川 14s
鱈 魚 Icω日d川円1悶白Cぴro釘ceゆTJ加Iω白ω仙1似μ4
鮫 魚 ISc仰側lb鈴ero附 ηiSη川iかphoωI!れ1山
紡 錦 1Leψゆρ戸idoω1η-iglωam附1川口1川Cυy，ψoplera
海鰻 IMlげael!csoxCll!CrCUS 
蛇錨 ISourid日elol!gal日
鰻 魚 1M昭 ilso-iuy 
鮎魚 ILaleobrax japoniws 
提魚 IE昭 ra14lis jatollic川
角 輩 1Squal川 aawlhias
恕頭主主 ISphyma spp 
黄鱒 1SelitIlma tacly 
老板魚 IRaja porosa 
M豚魚 IFugu lIermiculan's 
金詑魚、 IThuHlllS Imlggol 
樫魚 IKatsuω加 ustelamis 
鵠魚 IPlalycephalus il仙ic14s
青鱗魚 IHare昭 ulaZli)l(lSI 
馬出純 I.Navα101seplcl1lriol1alis 
太平洋餅 ICluf>ea pal/asi 
墨魚 IScpiel/a esc川el/a
無針烏賊 ISepiel/a lIlaIlldrol1l 
石斑魚 1Etil!ePhelus sTP 
牡蟻 ICstra tlic口lula
経蜂 IS・1l1ml仰 Hculacol1slricta 
毛主itI Arca su bcrel1al 
四f1j蛤蛸 1A1aclra quadra昭川口市
飴良 1Mvllus edulis 
扇貝 I1勺ImopecteηyessoeηSlS
飽貝 1Haliolis discus haul1a! 
対Jifl1 Pellaeus orielllalis 
毛蝦 1Acetes chil1cl!sis 
鷹爪蝦 ITraclり'pel1aeusc川 1Jlll川 Ins
臼蝦 1Palaemol1 carillicauda 
絞子蟹 I1凸J勺or行I附川 I的rηibe昭r，陀euωlωf白l山Il似1μ4
j海毎 ;守弘帯i若;:I L日η1口Iη叩口ηaJ日poηi化ca
紫菜 IPOゆhyralel!era 
海亀 IChel(mia mydas 
梅花参 1Thelcl1o/a ω1(ll!QS 
亀定 1.Milel/a mitel/a 
海入車 1Digenea simtlex 
指 wI Ul!daria pil1l1allfida 
キ1
フウセイ
キグチ
コイチ
イシモチ
ニベ
タチウオ
マナガツウオの一種
セトダイ
イトヨリ
イボダイ
ヒラメ
カレイ
ヒラ
ホンサパ
タラ
サワラ
エイ
ハモ
エソの一種
イシゴイ
スズキ
カタクチイワシ
アフ。ラツノサrメ
シュモクサーメ
ツマリエツ
アカエイ
トラフグ
マグロ
カツオ
コチ
コノシロ
ウマズラハギ
ニンン
コウイカ
シリャケイカの-{重
イシモチ
カキ
アゲマキガイ
ノてイガイの一種
ハマグ l}
イガイ
ホタテガイ
アワビ
タイショウエピ
オキアミの一手重
テナガエピの一謹
ワタリガニ
コンフ'
アサクサノリ
アオウミカ。メ
ノ〈イカナマコ
カメノテの一干重
マクリ
ワカメ
(1:1所〕 張震東・楊金森編 1983 tp. 196-199などより作成
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る。これに対して， i海洋漁場Jでは，飴魚、 (PneumatoPhorusfαtonicus) ・馬面鈍 (Nωod仰
sett仰 tnonαlis)をはじめとする東シナ海に棲怠している大衆魚、の捕獲が主体となっている。
以上のような漁場で，どのくらい漁獲をあげていたのであろうか，その推移を示したのが第3
図である 34)。漁獲量は，人民共和国成立以前には， 10万トンに近づいたが，戦争の被害を大き
く受け，水産業は全滅したといわれたほどであった。しかしながら，戦争終了後，漁業を含む水
産業は徐々に回復を続け Jrl員誠に発展するかのように思われた。ところが， 1966年より開始され
たプロレタリア文化大革命の影響を受け，その全盛期にあたる1970年には総漁獲量が文革以前の
3分の 2近くに急減した。その後，再度，総漁獲量は増加しだし， 1975年以後は40万トン前後の
実績をあげている。なお この40万トンという数値は，淡水を除く所江省の総漁獲量の 5割以上
を占め，舟LU諸島近海の治、場としての{憂位性を示している。しかしながら，最近10数年間の漁獲
量の具体的な数値は公開されていないので不明であるが，現地での開き取りなどを総合すると，
ここ数年来極端な不振が続いている。
舟UJ諸島では，伝統的に大黄魚、・小黄魚・帯魚、およびイカ類を i4大経済魚類Jと称し， もっ
とも重要な漁獲物としてきた35)o しかし，これらの魚種の中でも，帝魚、は漁獲量が増加したも
のの，小黄然、・イカ類は減少が著しし=。その理由は， とくに経済的価値の高しりト黄魚、・イカ類の
乱獲が進んだためといわれている。以下では，このような一般的な性格を有する舟山諸島の漁業
であるが， i 4大経済魚類jに焦点を合わせて，それぞれの特徴を検討してみよう。
大黄魚。大黄魚、は，主として大陸沿岸部や舟山諸島近海など，大陸近くの水域に棲息している
(第 4国)。その理由は 大黄魚、が暖水性の回遊魚、のため，暖流の台湾海流の流路とほぼ一致す
るためであるといわれている。中国では，苦からこの魚、が大変珍重され， i家魚、J(国家を代表す
る魚、)とも称される。捕獲時期は立夏より夏至にかけてで，ちょうど産卵期と一致する。産卵の
特色は，産卵中にメスが低いうなり声を発すると，オスもこれに呼応して同様のうなり声を出す。
その検子はまるで水田でカエルが鳴いているかのようだという。それ故，漁民の間では，この鳴
き声の大小により，魚群の濃淡を判断することができるのである。漁場は，以前では南の福建省、
近くの沿岸が中心であったが，現在で、は舟山諸島北部の海域に移動している。捕獲手段としては，
木造機帆船によるトロール漁が主体で、あった。しかし，乱獲ぎみで，とくに1960年代以降の水揚
げ高は落ち込んでいる。捕獲された大黄魚、は，うす塩をした後，天日で乾燥して出荷される36)。
小黄魚。小黄魚、は水色が透明で，水深30~60メートルの海底に棲息する。そのため，第 5 図に
みられる如く，大黄魚、より沖合に分布する。漁場は，舟山諸島近海および大陸沿岸部に数ヶ所存
在する。しかし，前述のように漁獲量は減少を続け，とくに1970年代以降は極端に減少している。
産卵期には，大黄魚と同様うなり芦をオス・メスともあげるという特徴もみられる。漁獲は， 3 
-5月を中心とする産卵期と， 9 -12月の秋季を中心とした季節の 2由実施される。舟山諸島で
は，小黄魚、のことを f報春魚J(春を告げる魚、)と呼ばれていることからも推定できるように，
捕獲中心は前者である。操業は小型の木造期帆船によるトロール漁である。捕獲された小黄魚、は，
大黄魚、と同様に干魚、とされることが多い。
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p. 59図3， p.62図 4 をもとに改I~
第4回 大黄魚・小黄魚の分布範囲および産卵場
帯魚。魚群分布は大陸に沿って南北方向に並ぶ(第 5図)。その分布状態は産卵場とほぼ一致
するが，産卵場は小さな島娯近海の浅海に限定されるという特色をもっ。舟山諸島近海には，立
冬前後に越冬のためにやってくるので，伝統的には冬季が捕獲期となっていた。それ故，地元の
漁民の間では川、雪小捕 大雪大捕J(小雪であれば少ないが，大雪であれば大漁)という諺が
広く流布している。舟山諸島においては，他の主要魚種の漁獲量が横ばいもしくは下蜂傾向を示
すのに対して，近年漁獲量の増加が著しし=。とくに，帯魚、は舟山諸島では魚種別では最高の水揚
げ高を誇っている。操業は従来より， r背骨出J37lあるいは「小対J38)と呼ばれる木造船で実施され
ている。前者が使用されるのは冬期のみで，主として延縄漁に用いられる。後者の場合は，秋季
に利用されることが多かったが，近年では，年開を通して，この型の漁船によるトロール漁が目
立つ。帯魚、は，天日に 7~lO 日間ほど干す「成帯魚、j として出荷されることが多い。
イカ類。舟山諸島近海では，金烏賊 (Setillaesculenta) ・無針烏賊 (Setiella制 αindroni)の2
種類を中心に捕獲されている。魚群分布・産卵場は第 5図にみられるように沖合である。この
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第5図 帯魚・イカ類の分布範囲および産卵場
点は，主として近海に分布・産卵する帯魚、とは好対照となっている。漁期は一般に夏季が中心で
あり，かつては竹製の鏡を海中に沈めて捕獲していたが，現在では曳絹主体で漁火を燈して夜間
に操業される。しかし，近年はその減少が著しい39)。捕獲されたイカはほとんどスルメに加工
され，中華料理の高級素材として各地に出荷される。
2 )生産手段
魚介類を捕獲することを主呂的としている漁業は，農業をはじめとする他の第 l次産業と比較
すれば，非常に特異な位翠を占めているといわざるを得ない。すなわち 開発の歴史が比較的新
しい水産養殖を除外すれば，生産の対象となる魚介類は前項でも指摘したように，常に移動して
いる点である。それ故，かような主要対象物の可動性は，漁民に対して農民以上に，習性などに
代表される非常に広範な専門知識を必要とする。また，漁具・漁携などの生産手段に関しても，
かような対象物の諾特性に最適なものが工夫・考案され，発展してきたといえる。かかる事実は，
例えば動力船の普及などにより，生産手段が従来よりも大きく変化しでも，なお生産手段怯自然
????
的条件の支配下に置かれていることを意味している。そのうえ，とくに近年において，漁網にお
ける合成繊維の使用，魚、探の普及など生産手段の近代化による乱獲の結果，資源、の枯渇も自立つ。
この対策として，日本などの水産先進国といわれている国々では，例えば，最新式漁法と称され
ているトロール漁を規制したり，漁網のます呂の大きさを制限するというような事態にまで進展
している。つまり 人為的な条件が生産手段を規制するという状況になっている。
このような一般的な特色をもっ生産手段は 上述したようにまず海流や海底などの自然条件に
大きく左右される。その結果 多様な形態の生産手段が生み出されてきたのである。本稿では，
撞々の生産手段のうち，対象物である魚介類を捕獲する手段である漁呉を主体に，考案をすすめ
ていくことにする40)。中国において使用されている漁具を整理・分類すると第 4表のようにな
る。第4表を参照して，各々の漁具を概観しておこう 41)。
海面で使用される生産手段としての漁具は 中国では日本と伺様に 縞で対象魚介類を捕獲す
る網具，釣針を使用する釣具，およびその他の漁具を用いる雑具の3種類に大きく分類されている。
抄網とは，主として小型の魚類・エピ類をすくいあげる縞のことで，わが国では「たも網jと
称している。通常 漁船の船首などに設置された焦魚燈を灯し その光源に集合した魚族を網で
捕獲する。抄鰐に属する縞としては 山東半島先端の沿岸一帯で毛蝦を捕獲するときに広く用い
られている「推網J(，叉手網J)などがあげられる。
敷網漁は，網を水中にあらかじめ敷いて置き，捕獲対象とする魚族を自然に，あるいは焦魚燈
やまき餌により網の中に追い込むという漁法である。福建省、・広東省など南方の漁場に多くみら
れる。
建網は， ~号、族が遊泳すると推定される地点に 固定されて設置された網である。わが国の「定
置網jはこの中に入る。中国では，張網・挿網・焔!許網に 3分類される。張網は，更に網が固定
される場所などにより，粧張縞・拠碇張縞・船張縞に細区分される。すなわち，粧張縞は，木製
の杭などを海底に打ち込み その先端を縄で結び魚族の遊泳通路つまり魚道に網を閤定するも
のである。なお縞の下には石などのおもりを付け 海中での深度を調節している。このタイプの
網としては，激海綾子網が代表で，数百年の伝統があるという。しかし，主要対象物である毛蝦
以外に，他の小魚・稚魚、などの雑魚、も捕獲してしまうため，現在では夏季の漁期が終了してしま
うと禁止されている。また，舟山諸島では，この杭を開痛をあけて 2本打ち，同様に縄の先端に
縞を付けたものを双椿張網と呼ぴ，伝統的な漁法とされている。拠碇張網とは lつまたは複数
の錨を海底に打ち込み，その先端に織を固定するもので，形式としては前者とほぼ同じである。
ただ相違する点としては，銭を使用するために，移動が容易なこと，前者よりも規模が大きいこ
とである。船張網は， 2綾の漁船によって海中に沈めた網を国定させたもので，大河川の河口付
近の内湾などによくみられる。
挿縞は，わが国でいう間人j に類似した形態の縞である。主要漁場としては渇海湾岸で 3~5
月， 8 ~11月にみられる。干満の差などを利用することから 後述の迷路類に入れる場合もある。
陥穿縞は，大型の落し網で，主として沖合に設置される。
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海洋漁J:J.
第4表 中国における主要漁具とその漁獲物
J少制tl~{
リ波紋i鉱i
「拡張網
「張網1まi一一斗-1処張網
建網類一→ 」奇心張網
ト JiTi~司祭i
一一一一童文魚(広凶) ・鋭魚(福建) ・毛蝦(ilJ東)
-~丈魚 i 福建) ・錯魚(広東)
a 鉛f!、(福建)
一一一一毛鍛(UJ東) . tltJ;.Mi!. (IlJ東) ・号'H~， (;折江)
--------J.:t立角、・ノト策HJ、(iT単年 .jfD字)
-------鎧魚(江単年)
『緩HJ.(山東)
」陥!税額 ---資姑魚、(1京) ・雑魚 (i変事)
，)氏刺綿 一一一一対鍛 (UJ東)・鮮魚、 (UJ東)
定f制i1J網ー斗 一一一一 jlt魚、Zノ(11東)
」浮料網 一一一一鯵魚(広東)
網具 出刺網
料絹~i ， }sj交料網一一一一金銭flJ，・飴魚、 (i折江)
流qi1J網-→
」浮流料網一一一一鮎H.l，.鮫魚、・錫魚、(山東)
抱料網 一一一一海鰻(広東)
「ヰ1毒f}凶網
i巡網類ート双船凶網
」多査会出網
「双船抱縞
抱網~i ベ-iji船抱網
」地曳網
竿釣類
手釣m
釣具ート曳縄jJ]鎖
「餌鈎延縄釣
延縄釣~~ーイ
「鈎刺殺
1 ‘以内叫
γ-J企1'1日五只
幸fg兵一←立篭類四ー刷 、 = 
」紀具類
」空鈎延縄釣
(註)①シリャケイカの別名
②~~長揺魚、 Cyþsilu 1'US agu仰のおIj名
( )内は省または自治区
同ノj、黄~、(山東) ・鈷魚、 (i訴江)
白 ~j~;~今、・ー入賞i今、・ノj、黄王寺、(福建)
ー鮎魚(広西)
一一一一鮮魚、 (j立学) . ;j;魚(itli'iT・山東) . frr:綾魚(広東)
一一一一対蝦・鷹爪鍛(山東) ・忍魚、 (i折江)
一一一一?を姑~iA . 綬魚 (M~ヒ)
目抜f台、(広東) ・鈷魚、(llJ東)
一一一一絞夕、(福建)
ー会鈎魚(広東)
市;jHi，J、 (i折iてなど)
一一一一鮎魚、・綾魚(河北)
主ー主魚、 (i11f江)
ー悠魚、(江蘇) ・雑魚、(各地)
ー懸魚、(漸江)
ー海苔(山東) ・蛤明(山東)
〔出所〕張緩東・楊金森緩 1983 pl16 などより作成
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車IJ網は，魚、道に設置し魚、を刺してとる絹のことである。網を設置する場所が国定されている場
合定置科網と称、し それには海底(底刺綿)と海中(浮刺綿)に設遣する 2種類がある。その他，
料網を円形に包囲した図利網，船に網の先端から出た縄を結ぶ流束IJ縞，漁船によって曳かれる抱
料網など多種の車Ij網が存在する。
囲網とは，対象魚類を包囲して捕獲する網の総称で、ある。わが閣で、は「施おむと 1乎ばれている。
この縞を用いる漁法も中国では古くから実施されており， 200年にもわたる伝統があるとされる。
網を包関するときに使用する漁船の数により 3種類の区分がある。操業は一般に沖合で実施され，
大規模となる場合が多し )0
抱縞は，わが国で「曳網Jと呼ばれている網をさす。この網を用いる治、法は， *1司を曳く動力が
人か船かによって大きく 2分される。すなわち， iIJ者が地曳網，後者は船抱網と称される。なお
船十字縮の場合，曳く漁船が1般か2綾かによりさらに 2分されている。抱網が使用される漁場は，
海底が平坦なうえに，傾斜が緩やかでしかも底棲魚、が豊富であるという海域が選ばれる。これら
の3条件を充足する漁場としては，大陸に沿って発達している大陸棚が最適であるといえる。そ
れ故，中国においては，現在もっとも用いられている漁具となっている。なお，船抱網は，治、区
における地域差が少ないこともその特色となっている。
釣具も，既に論じたようにその起源、は古く，挟西省西安郊外の半披村遺跡からも魚、骨でつくら
れた釣針が出土しているほどである。釣針を付けた釣糸をどこに国定するかによって，わが国同
様，竿釣・手釣・曳網釣(漁船が釣糸を曳く)の 3タイプに大きく区分できる。さらに，曳網釣
の改良されたものとして 1本の釣糸に多数の釣針を付けた延縄釣がある。主要対象魚、鋲は第 4表
にみられるように それぞれの用途により異なっている。
その他の漁具としては，釣科・迷路・壷箆・紀具があげられる。釣束IJは，大型の魚類を捕獲す
るための専用の漁具である。竹の柄の先端にロープを通した釣刺を付け，対象魚類が数メートル
以内に議近すると，竹の柄を振り回わして魚、の腹部などに釣針をっきさす。っきささると，柄の
部分が釣針から離なれ，海上に浮く。漁師はロープを曳いて漁獲物を船上に曳き上げる。迷路は，
方形・長方形・三角形など多種の形式のものが存在する。干満の差を利用するため，海岸近くに
設置される。わが屈の「魚川とまったく同様のものである。壷箆とは，餌の入った箆を海中に沈
め，その中に対象物を誘い出して捕獲するという漁具である。近年では，金属の箆が韓国などよ
り輸入されている。記具は，熊手のような漁具で，主として具類などを強き揚げて捕獲する。
4.漁村の類型
前項で述べた諸特徴を在する中国の水産業は，漁村をその生産活動の拠点として展開してきた
といっても過言ではなし 1。それ故，漁業を中心とする水産業を論じる場合，漁村に関してもその
基本的性格を検討する必要が生じてくる。というのは，従来より，漁村については種々の学問分
野において研究が行なわれてきた。しかしながら，概念規定など基本的な点に関しては，各々の
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研究分野において，共通した一致点がみられなし」そのため，いわゆる学際的 (interdisciplinary)
研究がおくれていると思われる。かかる意味において，漁村の類型を論じる前提として，漁村を
形成する中心的な構成要素である漁民および漁村の性格をまず検討しておこう。とくに漁民を重
視するのは，漁民をどのように把握するかによって，漁村自体の性格が異なると推察できるから
である。
1 )漁民および漁村の一般的性格
漁民とは，専門的に魚介類を捕獲することを生業としている人々の集団を総称し，主として農
業に従事する農民や 木材加工などの林産物によって生計を営んでいる山民などとは比較対照さ
れる概念である。また漁民は，ある特定の漁場での資源が枯渇すれば，他の漁場を求めて移動す
るとし寸移動性を伝統的に有していることが生業上の特色となっている。このことに関しては，
既に指摘したところである。このような一般的性格を有する漁民が集屈で居住している生活空間
が漁村と称されている集落である42)。
以上論じたような特色を有する漁村は，立地条件・社会構造・流通形態など，どれ 1つをとり
あげてみても，複雑多岐な様態を示している。かような種々の形態が生じたのは，主として次の
ような要因が複雑にからみ合っているからであろうと推定できる。
その第 1は，漁村が立地している自然環境に規定されるものO この中には，例えば海流・水深
などの海洋学的，あるいはプランクトンに代表される生態学的要因も含まれる。第2としては，
各種の漁具・潟、法をはじめとする生産手段をめぐる複雑な漁村の社会・経済構造があげられる。
第3としては，漁区に代表される種々の漁業権に関するものである。これらの諸要因が，上述の
ように，漁村という枠内に内包されているために，従来よりその定義は困難をきわめていた。
これまでの漁村に関する定義を概観してみると 次の 2つの方向が主流であったと思われる。
その 1つは，漁村と称しているものは，海岸などに立地し，主として漁携活動に従事している漁
民的集落のことを示す，という半ば漠然とした解釈である。したがって，かかる立場をとれば，
「漁村と農村との区分は，何処にあるかということは観念上では分かりよいやうであって，実際
にはs:別がむつかしいものであるJ(内田寛-- 1934 p.441)，とか「多分に'演用法的な性格をもっ
ているJ(大村肇 1957 p. 167)に代表されるように，暖味な定義しか与えることができない
ことになる。
一方，これに対して，漁村といえども，純漁村は少なく，半農半漁村が多いので，他の村落と
区分する手段として 集落中における漁業人口数が総生産人口数に対しである一定程度の人口数
(20パーセント)をもつものとする(薮内芳彦 1958 p. 1，高桑守史 1983 pp. 15~ 16など)
43)。しかし，生産人口数の比率というそれ自体相対的な概念で果して漁村は定義できるであろ
うか。この点は大いに疑問が残るところである。
したがって，以上みられた従来の漁村に関する定義は厳格なものとはいい難い。すなわち，漁
村はあくまでも，集落の一形態として把握されるべきであると思われる。それ故，他の集落と明
白に異なっている独自のメルクマールで規定しなければならなし」そのメルクマールとは，漁業
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協同組合の存在である44)。この漁業協同組合に注目した漁村の定義も試みられている(敷内芳
彦 1958 p. 15，柿本典昭 1977 p.7など)。田畑も，これらの先行業績を受けて「漁村とは，
その生産形態は，持、携中心であり，ムラピト(漁民のこと一筆者註)かそれに何らかの関連を有
する社会集団 (socialgroup)で漁業協同組合もしくはそれに類似する組織をもっ集落であるJ
45) (田畑久夫 1982 p.70) と規定したことがある。ここでの定義で注目したいのは，その対
象を一種の社会集団46)と看倣す点である。つまり，治、法という特殊な生産手段をとる漁業は，
他の社会集団例えば農業集団などよりも共同体規制が強いと考えられる。したがって，人民公社
の解体に伴う生産責任制が導入された現代中国とはいえ 漁村は，現在でも，共同体としての機
能を強間に保持しているように思われる。
2 )漁村の類型
以上論じたような一般的性格を有する漁村は，各種の指標を用いることによって分類すること
が可能である47)。中国の場合 主として経営主体の規模48)により区分すれば次のようになる(田
畑久夫・金丸良子 1991b pp.14~15，田畑久夫 1992 pp. 42~43 など)。
a)億人経営。 沿岸漁業が主体で 生産責任寄りが導入された1980年代以降急速に顕著にみられ
るようになった。 倍人経営と称しでも 数名の漁民が共同で資本を出資して小型木造漁船 (if自
体船Jと呼ばれる)を所有し，操業する場合が多い。捕獲された魚介類は，地元の漁港に出荷さ
れるよりも上海なとεの大消費地に直接水揚げされることが多い。海面漁業以外に鵜飼などの河川
漁業にもみられる形態である49)。
b)単一の漁業集落による経営(漁業生産縁を形成)。偲人経営同様，主要漁場は沿岸となる。
集落内に 1つの漁業生産隊が存在し，そこを中心に操業を実施している漁村は，小規模であるが，
漁業が最大の集落産業であるため，漁業生産隊の経営者(¥総経理J)が村長を兼職する場合が多
し)0
c)複数からなる漁業集落による経営(漁業生産大隊を形成)。漁場は近海:中心である。複数
の漁業集落により 1つの漁業生産大隊を形成する。したがって，規模も大きくなるが，操業など
基本的なシステムは，漁業生産隊と同様に運営される。
d)漁業郷による経営(漁業公社・漁業公司を形成)。漁業郷とは，正式な行政単位ではないが，
行政上の漁村が数ヶ所集合したものである。その漁業郷による経営が主体となる50)が，一部に
は市による経営もみられる。 漁民を漁村から募集して実施する会社形式による漁業体である。日
本をはじめとする外国との合資会社もみられる。漁場は 一部遠洋漁場を含む近海漁場が中心と
なっている。独自の冷凍倉庫など近代的な設備をもつものも多し )0
なお，近年，実質的には経営規模が漁業生産隊・漁業生産大隊であるのに 名呂上漁業公司と
称している漁業隊も存在する。
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5.漁村の事例
前項で論じたように，地の漁村ーは a) から d) までの 4類型に区分することができた。この 4
類型の中でも，伝統的な形態を残存している典型的な漁村と看倣されるのは， b)類型の漁村で
あると思われる。それ故，このタイプの漁村の事例を，山東省およびi折江省に求め，以下におい
て検討していくことにする。個々の漁村の分析に入る前に 山東半島および舟山諸島の概況を簡
単に説明しておこう。
山東半島は， LU東省西北端に位置する中国最大の半島である。半島は，取j海と黄海とを結ぶ激
海海峡を隔てて，遼東半島と対峠している。また，海峡沿いには廟島諸島が位置している。地質
構造的には，片麻岩と花尚岩が主体で，大部分は海抜高度400メートル以下の丘陵となっている(木
内信蔵 1984 p.222)。海岸線は，穆州湾・崎山湾・栄成湾・竜口湾などをはじめとする多く
の湾を有し，出入りに富んでいる。そして，これらの湾を中心に多くの漁業基地が存在する。
一方， i折江省酋北部に位置する舟UJ諸島は，既に指摘したように，その近海が好漁場として知
られている。それ故， i折江省の近隣の各県， または福建・江蘇・上海などの省や都市からの漁船
が年間を通じて多数出漁している。さらに近年には，この海域に日本を筆頭に，韓国・香港など
の漁船が操業している。これらの影響を受け 漁獲量は減少傾向にあるので，地元では長年実施
してきた塩田を箆止して養殖場を開き，主として対蝦などのエピ類の養殖が増加しつつある。
本稿では， b)類型の事例として，山東省威海市栄成市龍須島鎮西霞口村.i折江省舟山市北蜂
郷北馬I寺村・同省蝶j四県緑華郷東j車山村の 3集落を選定した。
1 )威海市栄成市龍須島鎮西霞口村51)
栄成市は以前栄成県と称せられ 12の鎮と16の郷で構成されている。市全体の人口は約175万
人で，そのうち西霞口村が所属する龍須島鎮には約 1万7，000人が居住している52)。この龍須島
鎮には，西霞口村を筆頭に 6ヶ村が存在する53)(第6図)。戸数は460戸，住民は約1300人である。
そのうち，村内で漁業に従事しているものは800名を数える。しかし，これらの漁業に従事する
ものの50パーセント強は 栄成市の他村などから来住した労働者であり 本来の漁民とはいえな
し¥0 したがって，村氏のなかで，漁業に専業として従事するものつまり漁民は約300名となる。
そのうち漁民戸籍(，漁民戸口J)を有している住民は，村民全体の 1割に相当する約130人である。
他の村氏は戸籍上「農民戸口jとなっている54)。
西霞日村を運営するのは村民委員会である。向委員会が管理する下部組織として漁業公司・農
業隊・工業隊が存在する。その中でも とくに漁業公司の規模が巨大なため，漁業公司の幹部会
が村民委員会も兼ねる。さらに，既に述べたように，同公苛の「総経理jは西霞口村村長も兼ね
ている。また，村には，農業隊が組織されていることからも推定できるように，耕地が600畝(1 
畝は6.67アール)存在する。そのうち， 500畝の畑地には小麦・トウモロコシ・落花生・大豆が
栽培されている。これらの栽培作物のなかでもっとも主要なものは小麦で，畑地全域にわたって
栽培されている。それ故 第7図に示したように，他の作物は小麦畑の間にいわば間作の形態で
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a)漁業公司の概要
西窓口漁業公司は， 1982年末に創設され，当初より生産責任制を導入していた56)。生産責任
制導入以前は，村内に 8つの農業生産小隊と 1つの漁業生産大隊57) (200名規模)が設置されて
いた。これらの生産隊はすべて，龍須島鎮人民公社の管理下に置かれていた。漁業生産大隊当時，
漁船といえば小型の木造機帆船を意味した。漁船の規模は20馬力と40馬力のもので， 7・8綾所
有していたにすぎなかった58)0 1970年代以前には，人民共和菌成立以前の帆船時代よりみられ
た ílU~ 1l書 J と称、する船首に限を付ける嵐習が残っていたが，現在では確認できなかった問。なお，
西霞口村の住民は 山西小魚次県から成山街の兵士として，明朝末期に荒涼たる荒地だったこの
地にいわば防人として来往した。そして，兵士退役後も故郷に帰らず，そのまま当地に居つくよ
うになったとされる60)。
第5表西霞ロ漁業公司の組織
組織体 内 容 従業員数(人)
遠洋船隊 漁携に従事(近海中心) 505 
近j羊船隊 漁携に従事 01ド合中心) 240 
養殖隊 海帝・裾帯・扇具の養殖 200 余
加工廠 魚・エピ類の冷凍・乾燥 100 
冷凍廠 30・50の両トン収納の冷凍倉庫
船戸廠 1000馬力までの漁船の修理 120 
養紹場 毛皮洋テンの飼育 20 
魚粉廠 ニワトリなどの飼料 20 
雑誌廠 魚・果物の縫詰
建築公司 倉産・住宅などの建築
運輸隊 魚・燃料の運送
(註)一一数値不明 〔出所〕開き取りより作成
現在の漁業公司は 第 5表にみられるように，遠洋船隊・近洋船隊と称、せられている捕漁隊61)
や水産加工廠(工場)など多くの水産関連の組織体から構成されている62)。かかる組織体のな
かで，中心的な役割を担っているのは直接魚を捕獲する遠洋・近洋の漁鉛隊である。最初に，こ
の両船隊.から検討を開始していごう。
遠洋船隊。遠洋船隊では， 600・185・60というそれぞれ馬力の規模が異なる漁船を合計60般保
有している(第 6表)。これらの各馬力の漁船のなかでI 600および185の両馬力の大型漁船は主
要漁法・漁場が共通しているという特長が認められる。すなわち 荷馬力の漁船の漁法の中心と
なる漁具に関しては，ともに 2殺の漁船で操業する「双船抱縄Jを使用する曳網であるという一
致点がみられる。この曳網には， r底抱jおよび r?:票描Jと地元で称している 2つの漁法が存在
する。前者は底曳と呼ばれている漁法で，海底に棲息する魚類を主として捕獲する。後者は海底
ではなく海中に沈めた網を曳くものでき一般に中層曳と称、せられている漁法である63)。なお，
? ?
?
??
遠洋漁業隊の規模
重量得力) 所有数(船) 乗務員(人) 主要漁法 主要漁場 船体
600 2 47 底抱・漂抱
朝鮮半島西海沖~ 鋼鉄
舟山諸島沖の公海
185 20 23 底抱・漂抱
朝鮮半島西海沖~
鋼鉄
舟山諸島沖の公海
60 38 12 定量縞・流線・底抱・漂抱 淑Ji毎湾 木造
表6
このように，相異なる漁法が実施されるが，各々専用の漁船が存在するのではなし 3。すなわち，
f底抱jは12月から翌年の 3月までの冬季に， i漂抱jはそれ以外の季節というように，同一漁
船において，時期が異なれば漁法も変更されるのである。また，主要漁場は，北が朝鮮半島西海
岸沖の黄海から，南は舟UJ諸島沖の公海上までと限定されている。しかし，操業の中心は舟UJ諸
島沖の公海上となっているので， 日本・韓国・台湾などの漁船とも競合することになる。
l回当たりの出漁期間は，漁場などにより一定していない。例えば600馬力の漁船の場合，朝
鮮半島西海洋沖の黄海上での操業では約半月であるが，舟山諸島沖での作業では 1ヵ月近くも要
する64)。
操業の季節は，例えば600馬力の漁船による「底抱jでは12月から翌年の 4月末呂までという
ように，漁法などにより明確に規定されている(第8図)0i底抱jは，漁業公司が所有している
???
B 低抱
i票描 A
i:::::::::::::::::::::~ 
j票抱 B
定置網
形式的な
禁漁期間
者司1l 
禁漁期IlJJ
12 (月)11 10 9 8 7 6 r J 4 3 2 
(註) A は600・185馬力の漁船共通の漁法
Bは60馬力の漁船のみの潟、法
(W所〕聞き取りにより作図
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各馬力の全漁船が実施する共通の操業形態である。しかも， 600および185の両馬力の漁船は，ほ
とんど同一の魚種を主対象に捕獲している。すなわち，主要な漁獲物としては，黄魚、・黄姑魚、・
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;箭魚などがあげられる oi漂抱」の場合も，同様に600・185・60の各馬力の漁船によって操業が
行なわれる。操業期間についても， 600馬力.185馬力の漁船では間期であり，鍛魚、 (Scombermoruus 
niPh仰 ius) ・鯖魚、・給魚、 (Pneumαtophorusjψonicus) ・河豚魚、などが主として捕獲される。
60馬力の漁船の場合，上述したように， i底抱J. i i票抱jが600・185の両馬力の漁船と同様
に実施される。しかし，栴漁法とも，それぞれ操業期間が大型漁船とは異なっている。すなわち，
「底抱jでは，操業が大型漁船の場合よりも数ヶ月早く開始され，さらに漁場も成山島沖の黄海
に限定されている。またれ票抱jについても，操業は 7月から 9月末までの 3ヶ月間のみで，漁
場も激海と黄海の境界付近となっている。かかる理由は，このクラスの漁船が「底抱J. i i票抱j
の他に，定量網・流縞をも実施するためであると看倣される。定置網は，朝鮮半島西側の黄海上
の第75海区第 5小包と称される海域で実施される。この海域では，資源保護の観点から，漁網の
ます自を0.6x 3.3センチメートルと決めている。対象物は，主として鷹爪蝦 (lrachypeηaeus
第7表 600馬力漁船員の毅制と収入
r明司
i践 市Ij 収入牢
船長 100 
一大尉
(一等航海士)
80 
大車
(一等機関士)
90 
(二等航海士)
70 
一車
(二等機関士)
70 
一品IJ
(二等航海士)
70 
Lー
ニ車
(三等機関士)
70 
一
捕j努
(魚携長)
60 
水手
(魚携員)
50 
(註) *船長の収入を100とした数値
〔出所) 開き取りより作成
curvirustris)である。一方流網は，秋季を中心に
j勃海湾一帯で実施され，飯魚、などが捕獲される65)。
なお漁船には，乗務員の人数や役割が各々決
まっている。例えば，600馬力の大型漁船の場合，
乗務員数は 2綬で47名である66)。その職市Ijは，
船長・「大副J(一等航海士)など9段階に分
かれている(第7表)。収入は生産責任制なので，
その年度の水揚げ高の大小によって異なる。
各々の職制の収入は，例えば「大副jは船長の
80パーセントというように 船長の収入を基準
に定められている67)。同様に， 185馬力・ 60馬
力の漁船に関しても，乗務員には船長を筆頭と
する職制が存在する。各馬力別の漁船の乗務員
の収入はほぼ同額であるが， 185馬力の乗務員
が平均すると高収入であるといわれている68)。
近洋船隊。近洋船隊が所有する漁船は， 60馬
力の木造機帆船のみで約40般である。主要漁
場としては，漁船の規模が小さいため，沿岸が
主体となっている。漁場は 北方の湯海湾漁場
と，隣接して南方に位置する通称「青石漁場J
の2ヶ所である69)。これらの両漁場では，期
間によって実施される漁法が異なっているO す
なわち，冬季を中心とした季節 (11月から 4月末まで)は定置網と「底描J70)が実施される71)。
荷漁法は，漁場の状況，魚群の濃淡などにより使い分けられるが，溺海湾漁場では「底抱Jの方
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が多く用いられる。主要漁獲物としては，飼2魚 (Paralichthyolivaceus) ・老板魚 (Rα1α jJorsα) ・
銭魚、・墨魚 (SetieUaesμleηta) ・鷹爪蝦など多種類である。その後， 5月から11月にかけては両
漁場とも流網漁が中心となり，鰭魚、・鮫魚、・対蝦などの漁獲が多い。流網の出漁期間は他のj魚、法
よりも長期間で， 1回の操業は 1ヶ月近くもかかる。なお， i勃海湾漁場では「底抱Jが10月以降
にも実施されることがある。
養殖隊。近年，天然資源、の枯渇現象が顕著であることなどを契機として，漁業公司では養殖業
にも非常に力を入れている。養殖隊には約200人が従事している。養殖は1960年代より開始された。
当時は，海帯 (Lαminαriαjゆ仰ica) ・祐帯(UndariαjJinnatifidα)だけであった。その後， 1980 
年代に入ると扇貝 (Chlamysfarreri)の養殖も行なわれることになった72) (第 9図)。
裾帝
(畝)
1500 海部:
200 
扇貝
????〈?
、? ?
?
??
，
2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 I養地
(月) I而積
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稚苗成育j明/iij1又穫期j
(貝)
〔出所〕開き取りにより1'，~I;g]
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養殖の時期は，海帯・裾帯が11月から翌年の 4・5月まで。扇貝は春に開始するものを「桂子しJ，
5月末にはじめるものを「海孔jと称している。これは，養殖する種類が異なるとされている。
また，収穫も種類により多少異なるようである。海帯・緒帯は，沖合の海中に張ったロープに稚
苗を挟むようにして垂らし，そのままの状態で育成を待つ。海帯は， 1畝当たり数トンの収穫が
期待できる。扇貝の場合，幼貝の選別，貝に付着した虫の除去などに手間がかかる。しかし，販
売単価が高いことなどから，今後の増産が大いに見込まれている。なお，これら以外に，海参・
飽魚、の稚苗や稚異を海底に放流し，資源の増加を企てている73)。以上の事業を実施している養
殖隊に所属している従業員の 1人当たりの年間収入は平均7000元であった74)。
その他の組織体。西霞口漁業公司では，既に指掃したのであるが，漁業の中心となる遠洋船隊・
近洋船隊・養殖隊以外にも第 5表にみられるように，多くの水産関連施設を所有している。それ
ぞれの施設は，次のような機能を担っていた。
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水産加工廠は，一般には捕獲された魚、の冷凍・乾燥・包装などを主要な任務とするが，当加工
廠では，エピ類の加工を主体としている。正式の従業員は約100名である。漁獲量との関係で 2
~5 月が最盛期となり，この期間ではフル稼働となる 75)。冷蔵廠は，水産加工廠の従業員が兼
務したりするので，正雄な人員は不明である。廠内には冷凍倉庫が2ヶ月rあるが，さらにもう 1ヶ
所増設する予定である。しかし，冷凍能力はマイナス摂氏25~26度が限度であるため，能力は充
分とはいえなし 1。修造船廠では，造船は行なわず，漁船の修理を専門にしている。
養紹場は，当漁業公百}の性絡をもっともよく示しているとされていた。ところが，現在では他
の公可との競合が激しく，業績は芳しくなく縮少傾向にある。犯の養殖は，生産大隊が存在して
いた1978年ごろより開始し， 1985年ごろが全盛期であった。しかし，紹の餌となる稚魚、・小魚、が
公可には豊富に存在することなどから，今後の経営如何によっては大いなる飛躍が期待できる可
能性も残している。 同様のことは，飼料用の魚、粉を製造することを主業務としている魚粉廠にも
該当する。とりわけ，当廠で年間1，200~ 1，300トン製造される魚粉は，最新の技術を導入して製
造された脱脂魚粉で，中留では先進的な商品との評価も高い製品である。
これに対して，綾詰廠は，魚、および付近で収穫される果物の縫詰を製造してきた。しかし，中
国における縫詰業界全体の不振の煽りをうけ，休業状態にある76)。運輸は，捕獲された魚介類
を市場などの出荷先に運搬するのを主要な任務としている。当運輸でとくに注目されるのは，
700トンのタンカーを 1綾所有していることである。漁業公司では，漁船に必要とする年間 7・8，
000トンのディーゼルオイルを大連市や煙台市の給油所から運搬するのに用いている。
b)漁民の経済的基盤
西霞口村は，西霞口漁業公司を中心に村が機能してきたといえる。漁業公司の核は，遠洋・近
洋の両船隊に所属する乗務員つまり漁民である。かような漁民の生活は，具体的にはどのように
して営まれるのであろうか。遠洋船隊に所属する600馬力の船長 (T.. S.)の家庭を事例として，
経済基盤を中心にみてみよう。
T. . S.の家族は，閉鎖落鳳村出身の配偶者と娘の 3人家族である。しかし，戸主である?・ S.は
l人っ子なので，別居している両親も扶養している(第10図)。それ故，この一家は行政上5人家
族と看倣されている。すなわち， T.. S.は船長なので「漁民戸口jである O したがって， T.. S.を
除く 4名が各々の「口糧地J7)として， 1人当たり0.6畝ずつ合計2.4畝の耕地の分配を受けている。
分配された全耕地には， 10月初旬小麦(春小麦?を栽培する。それの収穫が終了した翌年の 6月
下旬になると落花生(1畝)・大豆(1.4畝)を植える78)。これら一連の農作業は両親も手伝うが，
主として妻が担っている79)。小麦は平年作の場合， 1，000斤の収穫があるO しかし， 1990年度は多
雨とし寸異常気象のため800斤しか収穫できなかった。落花生は，殻イすきで約300斤の収穫があった。
これらは食用にするのではなく，主として食用油として利用される80)0 T.・S.家では，分配されて
いる耕地から収穫されるこれらの量だけでは若干食糧は不足するという。
T.. S.は年間200Bほど出漁する。したがって，在宅できるのは 1ヶ月のうち数日間だけとい
う状態である。現在では600馬力の漁船の船長であるが，漁船に乗務したのはお歳からであった。
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〔出 所〕開き取りにより作成
第10留 T. S.家の家族構成
最初は「水手J(漁携員)からはじまり， r二割J(二等航海士)などの織を経て，1970年から185
馬力の船長に昇搭した。船長になるためには免許状が必要である o T. . S.の場合は，煙台水産学
校で 3ヶ月間の研修受けて免許を得た。 600馬力の漁船の船長に任命されたのは数年前のことで
ある。収入は，前述したように生産責任期jが導入されているため，自分が指揮する漁船の年間総
漁獲量の多少により異なる81)。
T.・S.が現在居住している家屋は，コンク 1)ート製の 2階建ての家である。この形式の家屋は，
1988年 5月ごろ，西霞口漁業公司が建て，村民を対象に分譲したものである。購入代金は2.7万
元であったが，漁業公司の方で一部を補助してくれた。現在では，西霞口村の多くの漁民がこの
ような新築の住居に居住している82)。部屋数は，応接室2部屋，寝室4部屋，その他台所など
を入れて合計9部屋もある。かような部屋数は，住宅事情が決して良好とは思われない中国にお
いては，驚嘆すべき広さであるといえよう。
c)漁業公司の将来計額
中国の漁村は，人民公社の管理による漁業縁から，生産責任制をとる漁業生産隊・漁業公司な
ど大きく転換していった。西震口漁業公司は，転換後どのような将来計画をもっているのだろう
か。とくに，乱獲などによる天然資源の枯渇が叫ばれている現在，かかる動向は非常に興味がも
たれる。
西震口漁業公司は，外国資本との合資あるいは合弁を期待しているが，まだ締結されるには至っ
ていなし」しかし，日本を含む複数の水産会社とコンタクトをもつなど，交流は盛んである。漁
業公司の水産品は白内の販売が主であるが，製品の一部は大連市にある合弁企業を通じて，日本
などの外国にも輸出されている83)。漁業公司では，とりわけ日本との貿易を非常に切望してい
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第1図 舟山市における主要漁業基地
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フム
J季
るが， 日本への輸出が開始されたのは1985年以降のことで，比較的新しい。日本の水産会社は，
綬魚・小黄魚、・鰭魚・鰻魚、・河豚魚、・赤貝 (Arcαinflatα) ・カズノコなどを好んで購入する。
これらの魚介類および水産物のなかでももっとも高価なものは河豚魚、で，底曳網・一本釣で捕獲
される84)。
現在もっとも困っていることは 当漁業公司と日本の水産会社との合弁企業がまだ成立してい
ないことである。そのため 当漁業公司の漁船が直接日本の港に入港できないからである。その
対策の一環として，公司全体の投資総額5，000万元の40パーセントに当たる2，000万元を投じて，
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新港湾を建設中である。この新港が完成すれば 日本など外国船籍の漁船の入港が容易になる。
そのことが，合弁の契機となると期待できるからである。
2 )舟山市北蝉郷北馬出寺村漁業生産隊85)
北烏IU寺村は，舟山島北東端に位置する北蝉郷に所属している(第1図)。北蝉郷は合計13の行
政村で構成されているが すべての行政村ーがj魚村ではない。すなわち 漁業権を有しない純農村-
が8ヶ所，漁業権をもっj魚、村が4ヶ所，漁業権および塩田を所有する漁村がlヶ所というように，
漁村か農村かに主要な生業形態が大きく 2分される86)。北烏峠村は，漁業権および塩田を所有
する集落で，伝統的な舟山諸島の漁村といえよう。
戸数は280戸，人口は970人87)で，住民の多くが村唯一の基幹産業で、ある漁業生産隊に関連し
ている。かかる理由は 村内には水田がまったく存在せず畑地がわずか36畝しかないためであ
る。かつては各々の住民が村の特産物である製塩業に従事していた。現在でもその伝統を受け継
ぎ，漁業生産隊でも888畝の塩田を所有している88)。なお，北烏IU寺村では近年の人口増加に伴い，
漁業生産隊のみでは労働力を吸収しきれなくなった。そこで，村内には 漁業生産隊とは加に
主として塩田で生産された製塩を運搬する運送業 (24人が従事)， 1984年より操業を開始してい
る余剰女子労働力を活用した紡績工場(向40人) 養豚場(伺20人)などで働くものも増加して
くる89)。以下では漁業生産隊について検討していこう。
a)漁獲対象
漁業生産隊には， 50トン(8人乗り) . 45トン(向) . 30トン(5人乗り)の合計3般の木造
機帆船を所有している90)。これらの漁船による漁業対象は，各種のエピ類に限定される。種類と
しては大型の龍蝦 (Panuliω stimpson)なども捕獲されるが，その量はきわめて少ない。多くは地
元で「滑皮蝦jと呼ばれている体長 7センチメートルぐらいの淡青色のエピと， I粧皮蝦ll)と称、
されている体長6センチメートルの淡紅色のエピが主体となっている。 1回の操業期間は通常 5
日間程度で，年間を通して実施されるが，春季の捕獲がもっとも多い。漁具は， I抱蝦jと呼ば
れているエピ類専用の l駿曳きの曳綿が使用される。この網は海底ではなく海中で曳かれるため，
縞の上部には浮き，下部には錘が付けられ深度が調節される。
1987年度の漁獲量は800担(1担は100斤， 50キログラム)であった。水揚げされたエピ類は，
次の 2通りで処理される。すなわち 型がくずれていない良質なエピは 1斤当たり1.5-2. 5元
で舟山市にある冷凍工場に売却したり，漁船でそのまま上海市や寧波市などの大消費地に直接運
搬し，販売される。現在では，後者の方が運送費がかかるが高価に販売できるので出荷額は多い
という。市場などに出荷できない小エピや傷のついたエピは、漁業生産隊が養殖している対蝦の
餌として利用される。漁船1綾当たりの年間総収入は，年度により多少差はみられるが，約10万
元ぐらいにはなるという 92)。なお，漁場は，北は舟山諸島の最北端に位置する繰山島沖合から，
南は北緯28度付近の大陳までで，大陸沿いの南北に細長い広範囲にわたる海域である。また村に
は，漁法といえるほど大規模で、設備が整ったものはないが 40トンの漁船が入港可能な港がある9t
しかし，漁業生産隊には 水産加工工場・造船場など関連の設備は存在しない。
??? 。
b) r 1間体船J(個人船)の存在
北馬1寺村漁業生産隊の漁業形態として特筆すべきものとしては，漁業生産隊の構成員が複数で
所有する「偲体船jが3殻存在することである。漁船は， 16トン(5人乗り)・ 7トン(4人乗り)・
2トン(2人乗り)の木造機帆船である。 16トンの漁船は，墨魚、などのイカ類と梅童魚(Collichthy 
lucidus)を主要捕獲対象としてきた。しかし，イカ類は近年ではほとんど捕獲できないという。
梅章魚は主として夏季に操業し捕獲する。漁場は，舟山諸島付近の海域で，南は洋鞍，北は蝶山
までの範囲である。 1回当たりの出漁日数は 1~ 2週間である。漁具は「張網jである。なお 1
人平均の年間収入は数千元である(第 8表)。これに対して，小規模な 7トン.2トンの雨漁船
第8表 「個体船Jの漁業形態
漁船の 船員数
主要海法 捕獲対策 授業期間 漁場 1986年度収入①トン数 (人)
16 5 張網
イカ類
6 ~ 8月 舟山近海 2，000-3，000元|
梅童魚
7 4 流網
織魚、
4 ~10月 村の沖合 2，000元
娼 f号、
2 2 流締
矧魚 4~6 月 村の沖合 1，300元
鰭魚、
(註)① 一人当たり平均 〔出所〕現地での荷き取りによる。
では，流網を主体としている。また，主要捕獲対象も鰍魚、・鰭魚、と共通している。ただし，漁期
は7トンの漁船の方が多少長期間操業する。それが漁民 l人当たりの平均年収の差となっている。
漁場も同様に村の沖合など近場に限定される94)。
このような「個体船jによって捕獲された魚は漁業生産隊とはまったく関係なく，自由に高価
に販売できる市場へ運搬され，そこで取引きが行なわれる。それ故，特定の仲介入などに売却す
ることはないという。
c)養殖
養殖場は1981年より開始された95)。養殖は，日本などにも輸出されている対蝦が中心である。
養殖池は，元来，塩田用に海水を一時蓄水する蓄水池の一部で，水深が比較的深いものを転用し
ている。面積は小規模で30畝である。対蝦は養殖場で卵から人工鮮化させるのではなく，稚エピ
(，萄jと称す)を舟山市水産養殖公司より購入し，それを 6-10ヶ月かけて成長させる。公司
から購入する「苗Jは， 1 万粒当たり 30~40元である。養殖池 1 畝に付き 4-5 万粒ほど必要で
ある。餌は漁業生産隊が捕獲した小エピ類を粉末iこしたものを中心に，冷凍魚、・配合飼料などで
ある96)。捕獲する小エピ類の量が少なければ，その分配合飼料を多く与える必要がある。それ故，
1986年度のように 採算が合わなくなり赤字となる年度も存在する。通常では，養殖地 l畝当た
り， 200-250斤の対蝦の収穫が期待できる97jo このように，平均すれば比較的高収入が得られ
る対蝦の養殖であるが現在のところ， 1986年のように赤字になることもあり，事業を拡張する
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ことは考えていない98)o
d)製塩
北馬峠村漁業生産隊で、は，漁携・養殖が小規模なのに対して，塩田は，前述の通り，広大な面
積を有している。それ故，漁業生産隊では主要な紋入波、となっている。製塩は，地元で「灘瞬j
と称、されている入り浜敷塩田で行なわれる。塩の製造過程は，蓄水池に一時貯水し，温度を上げ
た海水を塩田に導き入れる「掌潮j(納j朝)， 1週間程度天日にさらす「製歯j，2日間塩をかた
める「結晶jの3段暗に区分できる。漁業生産隊で実施されている方法は，伝統的なもので従来
の製塩方法と大きな変化は認められなし )0 しかし 塩田の下部には海水が地中に浸透するのを紡
止するためにピ、ニールが敷かれてある点や 海水を早く蒸発させるために，木製の道具を電気仕
かけの機械を用いて回転させている点など，技術改良の痕跡がみられる99)。塩田では，年!習を
通じて製塩が実施されるが，全工程を天日に大きく依存するため，もっとも効率がよいのは夏季
である。
作業は， 12畝の塩田を 1人が専従で受けもっという形態で行なわれる。 1i玖の塩田では年間
3 -5トンの製塩が収穫できる。中留では，製塩の等級を塩質が上質で純白の「精塩j，粒があら
く色のやや黒い「普通塩Jおよび「工業塩Jの3種類に区分している100)。このようにして生産さ
れた塩は， 1トン当たり 100元で販売できるので，製塩に従事する労働者の平均年収は2，000元ぐ
らいになる101)。なお，塩の販売価格はここ数年来変動していなし瓦。その理由は一括して舟山塩
業公司へ出荷しているためであるという。すなわち，舟山塩業公可では，北烏IU朴すなど各地の塩
田から集めた塩を，省内各地，上海市，安徽省など近くの大消費地や不足している地域に転売す
るのである102)。
なお，北馬峠村内には上述のように漁業生産隊が経営している塩田の他に，舟山市定海区塩業
局に直属する「北蝉塩場Jと称されている塩田が存在する103)。この塩場は， 730畝の塩田を所有
しているが，従業員はすべて北馬峰村の住民である。
3 )採澗県緑華郷東産山村104)
繰沼県は舟山諸島の先端に位置する県である。県内には394にものぼる大小の島々が存在する。
しかし，多くが無人島で有人島は17を数えるにすぎない。有人島は 西から東にかけて小洋山・
大洋山・潤礁山・黄龍島・緑華山・花鳥山・拘妃島・蝶山というように ほぼl列に並んで、位置
している(第12菌)。それ故，これらの島々を総称して蝶酒列島と呼ばれている。列島の主要な島々
の名称、から気がつくことは一舟山諸島全島の名称、においても共通しているのであるが-島名の最
後に「島jおよび「山jの2通りの付け方が存在することである。かような区別は，わが国の島
名においてはみられない習'演といえよう。すなわち，舟山諸島では，農業が行なえるような耕地
が存在する島の場合，舟山島・黄龍島のように「島jを付けて呼び まったく耕地が存在しない
か，存在してもわずかしかない島の場合，普花山・沼礁山のように rWJを付けて区別している
のである。それ故，島名が判明すれば前者では平坦な島 後者では山がちな島だとおおよその
形が想像できるのである。蝶沼県では，県域(菜園鎮，県の人民政府所在地)のある湘磯山をは
。 ，
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じめ，ほとんどの島が後者に所属している。県全体の人口は， 8万人余りで，そのうち60パーセ
ント強に当たる約 5万人が直接漁業を中心とする水産業に従事しているといわれている 105)。前
述のように，県は舟山諸島の最先端に位置するが，大都市上海には意外と近い106jo そのため，
近年では夏季を中心に上海からの観光客も増加している。このように，国内では海水浴客を中心
とした観光地として大変なにぎわいを呈している 107)。しかしながら，対象集落東庫山が所属す
る緑華郷は，シーズンである夏季でさえ，観光客はほとんど訪問することはない。最初に緑華郷
の概況を説明しておこう。
第9表緑華郷の行政村
島 名 行政名 集 落
西緑華山 西緑華 小苔・大杏・翻両
沙歴干 沙歴干・石子否・石竜塘
泥子坑 泥子坑
東緑華山 東緑華山 }舌苔・大塔・中塔・ノト塔
東庫山 東産山 東庫山
〔出所)聞き取りより作成
a)郷の概況
緑華郷は，元来，西緑華山・東緑華山・
東庫山・住柱山・求子山の 5つの有人島
を中心に形成された郷である108) (第 9
表)。郷政府は，有人島最大の島西緑華
山翻偶におかれている 109)。県域と翻掲
との距離は19.6公里(1公里は 1キロ
メートル)で，毎日県の最東端に位置す
る繰山行きの定期船が連絡している。定
期船は，早朝県域を出発して昼すぎに蝶山に到着する。その後産ちに折り返し，伺じコースをた
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とcって夜帰港する。緑華郷の住民にとっては，不足する野菜・果物など生鮮食品を補給するため
には欠せない定期船である110)。
郷の戸数は1，222戸，住民は3，574人である。全住民は「漁民戸口Jで，労働人口の約80パーセ
ントが直接漁携に従事し，残りは水産加工に従事している。操業に使用される漁船は80-150馬
力の木造機杭船が中心で，郷全体では142般ある。主要漁獲物は，綾子蟹(Portunustrituberculatus)・
馬鮫魚、 (Scombe作仰wrusnithonius) ・鰭魚、である。また近年では，飽魚、・地元では「淡莱jとよ
んでいる胎員 (Mytilusedulis)の養殖を行ない，日本をはじめ東南アジア各国に輸出している。
なお，郷の潟、携で特徴的なことは，人民公社解体後，生産責任前Ijに移行したが，例えば商霞口漁
業公司に代表されるように 生産隊に代わるものとして，村全体で lつの経営体を設置しない点
である。つまり，個々の漁民が自由にグループをつくり，資金を出資して漁船を所有しているの
である。かかる制度を「股f分布IjJ111)と称し，郷内の漁村ではすべてこの形態となっているので
ある112)。それ故，捕獲した魚類は，地元の水産加工場や上海などの市場に自由に販売すること
になる113)。緑華郷内にも， 1986年に設立された水産加工工場が翻偶にある114)。なお，緑華按1)は，
南北航路上に位置するという地理的条件のf憂位性に加えて，海面も静かであるということから，
緑華島の内港・外港をコンテナの積み出し港にするという計画も存在する。
b)東庫山の漁業
東庫山は戸数約100戸 人口は452人である。詳細な歴史は不明であるが， 180年ほど以前より
居住していたといわれている 115)。最初に来住した人々は，夏季に飴貝・墨魚、を捕獲しているう
ちに，年間を通じて住みつくようになったといわれている。 70年ぐらい前までは定住者が寧波出
身者に限られていたが，それ以降岱山県・温ナト!などの出身者も来住してきた。現在村ーには， 50般
あまりの漁船がある 116)。主要な漁獲物は，綾子蟹・鰭魚、・石斑魚 (Etinethelusstt.)である
(第10表)。綾子蟹は現在ではカニ箆を用いて捕獲している。これは1992年よりの使用である。
第10表主要漁獲物
主要対象物 漁 法 操業期間 主要漁場
綾子蟹 カニ龍① 9 -12月 花鳥山東北
健凶ロ 缶川、 流縞 4-5月 花鳥山東北
石斑魚 一本釣 6-8月 東庫山周辺
(註) ①1992年より導入以前は流網
カニ箆は，韓白からの技術導入で，箆の
中に小魚、117)を餌として入れ，一昼夜沈
めておく 118)。このように，カニ龍が近
年用いられるようになったのは，稜子蟹
を生きたままで捕獲することができ，そ
のため高価に販売することが可能である
からである。以前は流網で捕獲された。
〔出所〕 聞き取りにより作成 収入は， 1駿の漁船で出漁した日には 1
万元ほどになる。鰭魚、は，春季が中心であるが，漁期は 1ヶ月と短い。それ故，釣船を除く全て
の漁船はこの期間操業に従事する。漁法はどのクラスの漁船も流綿である。この出漁だけで， 1 
般当たり約1.2万元の収入がある。収入に差がみられるのは，主として漁船の規模によるという
119)。石斑魚は，緑華郷の中でも当村が最大の漁場である。漁場は島の周辺で，水深が15-:-25メー
トルの場所が最適である。操業は日帰りで，夏季が中心である。その他，冬季 (12月)には流絹
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で馬鮫魚、・帯魚、も捕獲される。しかし，前者は1987年を境にして不漁が続いている。後者も以前
ほど多くは捕獲できなし)120)。
地元で「攻淡菜J と称、されている j替水漁業も実施されている。季節は 6~9 月を中心とした夏
季であるが，主として 8月の大潮のとき行なわれる。 潜水はかつて女性も行なったが，現在では
男性のみ数日人が行なっている。使用するものは，手袋・網袋. I鍬J(貝おこし)などである。
ウェットスーツ・眼鏡・酸素ボンベ・分錦などは使用しない。年齢は20~40歳ぐらいで老人・小
供などは潜らない。 潜水場所は，付近の無人島・岩礁などである。 1 思に40~50秒潜るが，長い
場合は 2分近く潜水する。数由潜水すると船上・岩礁上などで休息する。 1日に数時間作業を行
なう。 潜水の深度は 7~8 メートルで，首からさげた縞袋の中に胎貝などの員を入れる。このよ
うに潜水を行なう漁民も，このi時期以外は漁船に乗り，漁を行なう。現在では，飴貝の養殖が行
なわれているところもあり 潜水漁法は衰退に向かっている。
東産山では， 1992年から飴員の養殖が開始された121)。養殖は， 10月に「苗Jを植え，翌年 6
月以降になると収楼が可能となる。 4人が従事し， 900串の飴貝が収穫できた。収入は 1万5，000
~1 万6 ， 000元だった。
「股{分詰IJは1982年よりはじまった。 漁民は，平均すれば1人当たり 5万元ぐらい投資して漁
船の株主になっている。漁船には 5~6 名乗務するが，船長・機関士などは多少多めの分担金を
出す122)。この制度が導入されてから漁民の収入も大幅に増加し，家屋も新築するものが増加し
た123)。また漁民の生活レベルの向上には急速なものがある124)。
なお，従来，夏季には「抱網」で墨魚、を中心とするイカ類を捕獲していたが， 1958年をピーク
に減少を続け，とくに1984年以降ではほとんど捕獲できなくなった。
5.結語
山東省、.{折江省の漁村を事例として，中居の漁業を中心とした水産業の実状を具体的に検討し
てきた。研究視角・事例などの内容を再度要約する余裕をもたないが，以下のことはとくに指摘
しておきたい。すなわち 中国においては 従来から実施されていた人民公社の管理下におかれ
ていた漁業が，生産責任寄りの導入により，大きな転換にせまられたことである。その対策として，
河じ漁村内でも，漁業公司の責任者が村長を兼任するという，従来の人民公社の形態に近いもの
から，すべてを漁民個人の責任に任すという完全な責任期jに転化した形態など多様なタイプがみ
られた。将来の展望として，経済的効率のみを模索するのであれば，東産山のような f投扮制j
の形態が適していると思われるが，不潟、の場合のリスクも大きい。実際には，その実害が合弁し
ていたす漁業の撤退にもあらわれている。わが国の漁業を中心とした水産業の場合と同様，中国
の水産業も今後菌難な局面に遭遇することが予想される。その場合 漁業の基盤として機能して
きた漁村ー は， どのような対策を講ずるのであろうか。今後の予測は検討がつかないといった状態
である。中国の漁村の動向に注目したい。
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なお，本稿では，中国における漁村についての一般的な性格に多くの紙面をさいたのは，従来
かかる方面での研究がわが国においてはほとんど先例がなかったからである。また，本文中でも
言及したが，調査対象集落は f未開放地区jに指定されている。それ故，漁村ごとの調査内容に
精粗があることを 調査年代に開きがあることと併わせてお託したい。中国における漁村研究は
緒についたばかりである。
(付記〕本稿執筆にあたり，種々御教示いただき，また貴重な御蔵書を拝借させていただいた関
山大学・関西大学名誉教授河野通博博士に心から感謝したい。
?
1 )崩壊した時期をいっとするかは議論が分かれるところである。筆者らは，ゴルバチョフ大統
領が共産党の解散を宣言した1991年8月24日と考えている。
2) rFAO水産年鑑 1989年版jなどの資料によると，中留の1989年度の漁獲量は， 1，220万ト
ン(世界の約11.3ノf一セント)を占め， 1，231万トンを誇るソ連邦に次いで世界第 2位となっ
ている。しかし，本文中でも指摘したように，ソ連邦の崩壊以後，中国が世界第 1位の漁獲
量をあげていると推定できる。なお， 1991年度の中屈の漁獲高は1，35475トンである(中国
国家統計局 1993)。
3 )中国の場合，一部には日本をはじめとする諸外国の資本を導入して，いわゆる合資形態をと
る大規模な漁業公司が存在する。しかし，以下において本文でも論じるように，そのほとん
どは漁村を基地とした小規模なものである。
4 )例えば， ?括江省における代表的な漁村が位置する舟山諸島蝶沼県花鳥UJなどでは，現在でも
中国海軍の前線基地が存在する。
5 )例えば，写真・ビデオ撮影の制限，漁獲量に関する統計資料の閲覧の禁止など。
6 )中患の水産業といえば，河川・湖などを中心とする淡水漁業の比率が高いことが特色とされ
る。すなわち，淡水養殖を含む淡水産の漁獲量は，総漁獲量の約41.5ノf一セントを占める(中
華人民共和国農牧漁業部編 1986 p. 127)。それ故，淡水漁業にも従事する漁民および漁
村についても研究対象としなければならないが，本稿では，山東・所江両省の沿岸および離
島に位置する漁村を主たる対象としているため，今回の検討カミら除外した。
7 )現在の文化には，表面上現われることが少ないが，かつて存在したと看倣される文化。それ故，
この文化の特色は，現在のわれわれには眼に見えない点であるといわれているO 本稿では，
水稲稲作文化以前に成立していたであろうと推定される文化を，基層文化と想定している。
8 )ユーラシア大陸東部の温帯に分布する植物帯。かかる植物帯は一般には常緑広葉樹林帯，別
名ヤブツバキ (Camelliαjゆω1ica，L.)クラス域(宮脇照編 1977 pp. 33-200) と称、せられる
ことが多し=。しかし，常緑広葉樹林帯は大陸西部溢帯においても存在するので，その植物帯
と区別するために，大陸東部の植物帯を照葉樹林帯と 1乎ぶ。
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なお，この述語は Laurisilvacまたは Lorberwalderの訳語で， 1930年ごろ中野治房が原語
から翻訳したものである(上山春平編 1969 pp. 66~67)。それを生態学的用語として，
学問的に最初に用いたのは吉良龍夫といわれているが，そのオリジナリティーはJ1喜田二郎
によるとされる(上山春平編 1969 pp. 49~50) 。
9 )筆者のうちの l入国土Hlも，拙論において論じたことがある(田畑久夫 1990， 1991， 1992， 
1993など)。
10)例えば，野生種のクズ (Pueraria，Ohwi) ・ワラビ (Pteridumquilinαm， L) ・マムシグサ類
(A risaem， Stt.)およびカシ類 (Querus，stt.)に代表される堅果類を調理する前の水繭しな
どのアク抜き・毒抜きの技術，茶の葉を加工して飲用するという慣行，鵜飼，麹を使用した
発酵酒など多数。
11)照葉樹林文化論の提唱者の 1人である佐々木高明は， r照葉樹林文化jにおける農耕の発展
段階を中尾佐助説を大幅に修正する形式で 3段階に区分した。そして その第 2段階に該
当する「雑穀を主とした焼畑段階J(照葉樹林焼畑農耕文化)を典型的な「照葉樹林文化J
だと規定し，この段階の文化が「少なくとも縄文時代の後・晩期に西日本の山地に展開して
いたjと主張する(佐々木高明 1986 pp.30~32) 。
12) UJ東半島の先端に位寵する威海市と大韓民国インチョン市との間で， 1990年9月よりフェリー
が定期便として航行しているO この点なととも， L[J東半島と朝鮮半島が近いことを示していると
思われる。
13)このコースは 佐々木高明が推定した 照葉樹林文化の要素の 1つとされる稲作の日本列島
への 3つの伝播経路のうちの (A)コースに該当する。佐々木の主張する (A)コースとは，
長江中・下流地域(江南の地)から東シナ海を横断して，朝鮮半島南部経由北九州に到着す
るというものである(佐々木高明 1989 pp. 460~471) 。
なお，この佐々木説とは，江南の地から海岸線に沿ってまず北上するが，山東半島には達
せず海上を横断するという点と，途中で朝鮮半島南部を経由しないという点の 2点が，本稿
でいう伝播コースと異なっている。
14 )舟山諸島の水産業の発達に関しては，中国側の文献(く舟山漁志〉編写組 1989 pp. 9 ~ 
37など)を参考にして整理した。なお この点に関しては既に筆者ら(田畑久夫・金丸良子
1991d pp. 2~ 14) も言及したことがある。 併せて参照されたし」
15)舟山諸島では この鳥のみ 域関鎮・沈家門鎮に代表される水産地区 および主として水稲
2期作やミズイモ(Colocαsiα， spp.)などを栽培する純農村も存在する。しかし，他のほとん
どの島は漁業を専業としている。
16)面積は523.73平方キロメートルで，台湾，海南島および長江河口沖に形成された崇明島に次ぐ。
なお， 日本でいえば，天草下島(571平方キロメートル)と屋久島(503平方キロメートル)の中
関の規模の島である。
17)この島には，普済禅寺などの仏教寺院が多数あり中国四大仏教の名山の lつに数えられ，
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lヶ村の漁村(龍湾村)を除いて，仏教寺院を中心とした島となっている。なお，龍湾村に
ついては拙論(田畑久夫・金丸良子 1987 pp. 120-121)で論じたことがある。
18) 1985年に合併した舟山市は，中毘でいう「県級市jに該当する。中国では，局長[]のように，
都市はその人口規模によって「直轄市J(北京・上海・天津の 3都市省レベルの市)， I地級市j
(地区レベルの市)， I県級市J(県レベルの市)の 3つに窪分されている。したがって，後
述するように，山東省威海市栄成市というような事例も存在する。この場合，威海市が「地
級市jであり，栄成市は舟山市と同様の「県級市jである。
19)かような形成過程によって成立した結果，舟山諸島は別名「大陸島Jとも呼ばれることがあるO
なお，これら舟山諸島を代表する島棋が北京から南西にかけてほぼ1直線上に並ぶ配列は，
かつての大陸部に存在していた丘援および方向を示しているといわれている。
20)この海流は，台湾暖流とも称され，水温は摂氏15度以上，塩分は34パーミル含まれている(く舟
山漁志〉編写組編 1989 p. 41)。
21 )この沿岸流は黄河河口付近で発生し 北緯30度近くまで南下する。流路は年間を通じて不変
であるが，冬の方が流れが早い(雷宗友主編 1988 p.473)。
22) しかしながら 国知のように，長江を代表とする河川の周辺は 上流から運搬される土砂に
よって年中黄色く濁っている。このため この海域でも 河川の河口近くは海域としては適
さない。
23) しかし，外国人研究者の手になる記録も存在する。例えば， ドイツの著名な地理学者 von
Richthofen， F.は，そのB記(1869年11月23日)に当時の舟山諸島の一部を次のように言し
ている。
「定海の碇泊所を発って，海岸づたひに，沈家門即ち舟山島の東南端の沈海峡へ航行した。
北定では，移しいジヤンクを見い出したが，それらは 福建の Tschintshu諸島の漁夫達の
舟であった。彼等はこの季節に北へ行って魚、を捕え，それを塩漬にするJ(海老原正雄訳
上巻 1943 pp. 68-69)。
24 )舟山諸島には，田畑・金丸が1987・1988・1993，田畑が1992年に出かけ， field surveyを行なった。
25)成立の直接の動機は，島民20万人が集結し， 12年間も続いた中国史上最初の「海上農民(漁
民)Jの反乱であるといわれている(く舟山漁志〉編写組編 1989 pp.11-12)。
26)これを f海禁Jと称した。数百年間続いたといわれている。
27)漁船2殺をいう。通常トロール漁は 2般で操業する。
28)漁場は，一般には海岸からの距離により，沿岸・沖合・近海・遠洋などに区分されてきた。
しかしながら，これらの区分は相対的な分類であり，厳密な距離概念とはいい切れない。な
お，本稿でも後述するように，これらの名称、の範囲ーとくに近洋・遠洋一は，わが国と中
国では著しく異なっている。
29 )山民に関しては，柳田(柳田園男， 1906)をはじめとして 主として民俗学・文化人類学か
らの研究が多い。この点に関して，筆者ら(田畑久夫・金丸良子 1988 p.45) も言及し
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たことカfある O
30)以下，中国の漁区の設定に関しては，中国側の研究書(張震林・楊金森 1983 p. 2-5) 
を参考にした。
31)河期間の最寒期では，湾内には 5メートルぐらいの結氷がみられるが，一般的には約3セン
チメートル程度でそれほど厚く結氷しない。
32)一般には，中国人はフグを食用とする習'債をもたなかった。それ故，捕獲されだしたのは最
近のことである。
33)以下の記述に関しては，中国側の文献(く舟山漁志〉編写組編 1989 pp.51-97など)を
参考にし，筆者らの fieldsurveyで得た知見を加えた。なお，この点に関しては，筆者ら(田
畑久夫・金丸良子 1991 pp.6-12)はすでに言及したことがある。併せて参照されたい。
34)近年における舟山諸島のみの具体的な統計的数値は，その概要さえ入手することができなかっ
た。かかる理由は， {新江省など地元で「舟山の悲劇jと称されているように，近年とくにこ
こ数年，主として最新式の技術を装備した漁船の導入などによる乱獲のため，漁獲量が急激
に減少していることによると推定できる。実際，捕獲した魚介類を収納し，貯蔵する自的で
冷凍工場をもっ漁業公司(一部には日本など外国との合資形式のものも含む)が，舟山諸島
全体で10数社設立された。しかし，現在，魚介類の水揚げ高が少ないという理由で，稼働し
ているのは数社のみで他はすべて倒産もしくは休業をよぎなくされている。
35)中国では，このように販売できる魚を「経済魚類jと称し，小魚、など主として飼料などにま
わされる魚を「雑魚、Jと呼び区分している。
36)この加工品は「淡秦jと称、され，舟山諸島の伝統的な特産品として有名である。
37)船長約6.3メートル，船幅約1.5メートル，総重量2.5トンの木造船。この漁船は船底が属平
であることを特長とし，通常，大型漁船(，大捕船jと称、す)を母船とする船屈に加わり，
操業する(く舟山漁志>1989 pp.ll1-112)。
38)正式には， ，繰山/J':NJ と称する木造船。船長約7.4メートル，船lþ~ l.6メートル，総重量2.5
トンである。舟山諸島ではかつてもっともよくみられた漁船。通常2般で操業を行なう。
39)筆者らが調査した1993年夏季には，舟山諸島の多くの島棋では，漁期であるにもかかわらず
イカの水揚げ、をみることができなかった。
40)他の主要な生産手段として，本文中でも度々論じた漁場および漁船があげられる。後者に関
しては，漁具以上に先進水産国からの技術導入が著しい。それ故，稿を改めて論じたいと考
えているので，本稿では割愛した。
なお，薮内芳彦は次のように漁具を分類している(薮内 1958 p.58)。
(1) 鈷や錯で突き刺す……蛸錯，かじき突棒，捕鯨鈷等。
(2) 鈎でひっかける……一本釣，延縄等。
(3) 捲せる-…一投網等。
たも
(4) 掬う……蟻網等。
??? 。
(5) からみつかせる……科綿(浮刺，流科，底刺，施刺)等。
(6) 通路を遮断する……賛，柵，築等。
_，¥:り
(7) 駆集する……振縄を使用する鱗縛網等。
(8) 餌でおびきょせる……飼付釣，捧受網等。
(9) 議火や電光で集める……禁入網，火光利用巾着網等。
(10) 曳く……地曳網，船曳鰐(浮引，底曳，打瀬)等。
(11) 施く……有嚢網(揚繰，巾着)等。
(12) わなにおちいらせる……蛸壷，浮敷縞(棒受，八手)，底敷網(4つ手， 4般張)，建網(大
敷，大謀，落，桝，出，張)等0
41)漁具に関しては，中国側の出版物(張震東・楊金森 1983 pp.1l5-171。く中国漁業資源
調査和区割〉編輯委員会，<中国漁業漁具図集〉編写組編 1989など)を中心に， B本側の
研究書(井上実 1985など)を参照して整理した。なお，主として舟山諸島近海で実施され
ている主要漁具(法)に関しては拙論(田畑久夫・金丸良子 1991b pp.12-14)で論じ
たことがある。併せて参照されたい。
42)集落形態としては，漁村は一般に集村となる。なお，沿岸沿いに立地している集落でも，そ
の眼前の海域で自由に魚介類を捕獲できない集落，つまり地先権をもたない集落が， 日本何
様中国にも多いという事実を指摘しておきたし'0
43)ここでいう一定程度の人口数とは， 1戸に 3人の生産人口があるとすれば，全戸数の60パー
セントのものが，それぞれ 1人の漁業従業者を出すという 職業人口構成上の推論から導き
出された数値であるという(薮内芳彦 1958 p.1)。しかしながら，薮内の指捕した当時
は問題がなかったかも知れないが，現在のように核家族化が進行している状況では， 1戸に
3名もの生産人口を有する漁家が一般的であるかどうか，大いに疑問を感じる。
44 )中国の場合，漁業生産隊・漁業公司の存在がこれに該当すると思われる。なお，わが国の農
業協同組合が金融業・スーパーマーケットなども経営しているのと同様に，漁業協同組合も
現在で、は水産関係のみに従事していない。しかし，これが，現在のところ，漁村を規定する
最大のメルクマールと看倣される。同様に，中国の漁業生産隊などにおいても，多角経営が
営まれている。
45)なお，勿論漁村には，漁業が行える諸設備(港湾など)が整備されていなければならないし，
住民も漁民であるという意識がなければならない。
46)社会集団とは，社会学では， r特定の共同居標をかかげ，多少とも共属!惑をもち，相互作用を行っ
ている複数の人々の社会的結合J(見出宗介・栗原彬・田中義久編 1988 p.439)と規定されて
いるO 本稿では，漁村を含む集落を主要研究分野としている地理学者による社会集団の概念を
とくに参考にした(Bobek， H. 1948 同訳書 pp.9-26， CJavaJ. P. 1973 pp.44-80など)。
47)わが留の場合，魚介類を捕獲する一方において，農業に従事している集落が多いという点に
着目して，主として生業形態の相違を中心に類型化を行なうと，管見では，純漁村・主農従
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漁村・主漁従農村・養殖漁村の 4類型に区分できる(回焔久夫 1989 pp. 10-14)。
48)中国の漁村aは，わが国の漁村とは操業・流通などの水産業全般にわたってのシステムが著し
く異なっている。そこで， 日本では一般的に行われている生業形態による区分ではなく，経
営主体の規模による分類を行なった。
49)一般には，個々の漁民が自由意志で実施するので，漁村あるいは漁業生産隊などとは直接関
係をもたないが，経営主体をメルクマールとしたため，この形態も 1つのタイプと看倣した。
50)いわゆる郷鎮企業と称せられる経営形態である。なお，郷鎮企業の特色は， 1農民(本稿の
場合漁民一一一筆者註J(農村に居住する住民)の資本と労働力を集めて，郷村政府・農民連
合・個人あるいは多様な企業の合作などによって創業・経営されている多種多様な企業群を
総称するものである。…(中略)…それゆえ都市労働者に保鯖している食料の配給はなく，
農村内での自給が原則である。J(上野和彦 1993 p.1)とされる。
51) 1990年8月に調査を実施した。なお，向調査の概略は拙論で報告したことがあるので，参照
されたい(田畑久夫・金丸良子 1991a pp. 67 -69，向1991b pp. 75 -81，田熔久夫
1993b pp.47-49)。
52)以下の西霞口村に関する数値はすべて1990年4月末日現在のものである。栄成市が所属して
いる威海市は人口が約234万人である。市には 栄成市の地，環翠区 (23万人)・文登市
(60万人)・乳山県 (75万人)が県レベルの行政単位として存在する。なお，威海市は，
1990年7月に中国で最初の衛生都市 (1衛生城市J)の指定を受けた。
53) 6ヶ村とは，西窓口村.i可口村・干し村・蒲家村・落鳳村・龍須島村である。なお，威海市な
ど山東半島北西部においては，村(行政単位)の下部組織として，一般には「庄j地名が付
く集落が存在する場合が多し 3。例えば，龍須島村には，大西庄・臥龍庄・東塔など合計8つ
の集落が存在する。酉霞口村には下部組織としての集落は存在しなし'0
54) 1漁民戸口Jであれば，毎月一定の食糧の配給が受けられる。配給される穀物の量は職業の
労働力の差によって異なる。 西霞口村の「漁民戸口jの場合， 1ヶ月45斤(1斤は500グラム)
の食糧の配給がある。一般には，都市に居住する「城市戸口jの場合， 1ヶ月に35斤程度の
配給がある。このことからも，漁民の労働量の厳しさが推測できる。なお， 1農民戸口jは
自給自足が建前なので，食糧の配給はない。その代わり，農業税としての「公糧jは国家に
上納していない。この点に関しては，最近，貴州省の山岳地帯に居住する少数民族 (i農民
戸口J)でさえも， i公糧jを上納している事例が，筆者らの調査で認められる。それ故，そ
の後当村の農民も「公糧jを納税している可能性が高い。
55)果樹園には12名の労働者が働いているが，すべ、て年間契約の出稼ぎ労働者で1988年より安徽
省からやって来ている。彼らには，年間の果樹の奴穫量に応じて賃金が支払われる。
56)農業隊・工業隊の生産責任期j導入は1984年である。なお，本文中にも記したように，経営規
模が漁業生産程度と看倣されるのに，漁業公司という名称、を使っている。
57 )一般の漁業生産隊より多少規模が大きいため，当時から漁業生産大隊と称していた。
???
58)山東半島先端の漁村aでは，漁船の重量を一般に使用されているトン換算ではなくて，漁村に
とり付けてあるエンジンの馬力で表示するのが慣行となっている。例えば， 40馬力の漁船は，
船長約17メートルの木造船である。
59)船首の南側に付けられた。漁船の運行の無事を祈願するためであるという。「眼1青Jに関し
ては， i折江省舟山諸島で撮影したものを発表したことがあるので参照されたい(田畑久夫・
金丸良子 1987，口絵写真)。なお，同様のタイプの限は，わが国の漁船にも認められるこ
となどから，漁民文化あるいは漁業文化圏の設定の際のメルクマールになると思われる。か
かる方面の調査・研究も今後の研究課題の 1つである。
60)現地での開き取りによる。なおこの伝承も含めて，漁業関係の聞き取りには西窓口村村長兼
西霞口漁業公司「総経理J回文科氏の協力を得た。
61)中留でいう遠洋とはわが国の場合の近海に 近洋は沖合にほぼ相当すると思われる。
62)西霞口漁業公司の1989年の総漁獲量は l万4，000トンで，そのうち遠洋船隊が8，700トン，近
洋船隊が5，300トンであった。
63)なお， とくに f漂抱Jの場合，資源保護の立場から 「底抱jよりもます自の大きい網を使
用するという。
64 )かかる漁場の期間の長短も，資源の枯渇防止のためであるとされている。つまり，前者が短
期間に限定されるのは，そこが黄魚 (Clutαndon仰 ηctαtus)・苦魚、・海鰻 (Muraenesoxcinereω) 
などの繁殖地として有名で，それらの産卵を保護する呂的であるとされる。
65)なお，茜霞口漁業公司を含む山東半島の漁業生産隊・漁業公司などでは とくに魚群の濃い
激海湾のみを， 7月1日から 9月末日までを禁漁期間に定めている。しかしながら，各漁業
生産隊・漁業公司などでは，禁漁期間の末期に該当する 9月15日を過ぎると，操業開始にあ
たっての種々の準備を行なうという理由から，実質的には漁船の出漁が認められている。
66) 47という奇数が生じるのは，全体の責任者である船長は漁船2般に対して l名だからである 0
67) 1989年でもっとも高収入の船長は 3万元余りを獲得した。
68)乗務員の年間平均収入は，倍々の漁船の捕獲成績により収入が異なるため不明である。しか
し近年では，一般に遠洋船隊よりも近洋船隊の方が高いという。かかる理由は，前者の場合，
漁場が遠方のため燃料が嵩むうえに，大型のため効率が良くないためであるとされている。
1989年度における近洋船隊の最高収入を得た漁船の乗務員の年間収入は，平均すれば2万
7，000元であったという。
69)本文中に記したように，激海湾漁場は， 7月 1日から 9月末日まで禁漁である。また「青石
漁場jとは，青島市とその北方に位置する栄成市石島との関の黄海である。
70)遠洋船隊に所属する60馬力の漁船と同様， i底抱Jは2般の漁船により行われる。乗務員も
同様に12名である。
71) i底抱jの場合，操業は夕方から夜半にかけて行なう。通常 5・6日間出漁する。定置網の
場合，海岸から約30カイリの範囲の呂帰り圏が操業の基本となる。
? ??
72)数年前より海参 (Sticho仰 sJゆonicus) ・飽魚 (Halitisdiscus hα仰の)の養殖を開始すべく，
その実験を行なっている。なお，これらの養殖技術は栄成市水産局・同水産研究所より導入
したものである。
73 )これらは，補助的に資源保護を行なっていると考えられる。
74 )当時， 1元は約35円であった。この金額は，漁携に従事する遠洋・近洋両船隊の従業員より
も少ないが，非常な高額であるといえる。
75)そのため，この期間のみ労働力の不足を来たし，この時期900名にも及ぶ季節工を雇用して
いる。これらの季節工は 江蘇省・安徽省などの隣省および山東省の臨況などからやって来る。
76)この工場は1983年に開始した。最盛期は設立当初からの 3ヶ年で，この期間では年間の生産
高が1，000トンにも達した。また当時は70-80名が作業を行ない，罰内向けの青魚、 (Clutea
pαlbαsi) ・鳳尾魚 (Coilia問 iStuS) ・馬面純 (Amanses modωtus) などの魚類の縫誌が主体
であった。
77)自家消費用の小麦などの作物を栽培するための耕地。
78)西霞口付で一般にみられるように，小麦の間に他の作物を開作しない。
79)この他，妻は多忙時に，エピの加工のアルバイトもする。
80)大豆に関しては，収穫量を当家では計測していないので不明。
81) T.'S.は， 1989年には漁業公司の遠洋船隊の船長のなかでは最高の約 3万元の収入を得た。
82) しかし，地先権を所有しない近隣の村では，土壁で海草を屋根がわりにのせている伝統的な
家屋も多く残っている。なお， T.' S.の以前の家屋は瓦葺き屋根の一戸建てで，主屋には 4
部屋あった。
83)近々，香港に合弁企業を設立し，そこを通じて諸外国に輸出する計画を建てている。しかし，
未だ合弁企業が設立されたという話は開いていなし )0
84)河豚魚、の一本釣は， 日本の業者からの注文が入れば実施する。 1989年の実績では， 日本に
100トン余りの河豚魚、を輸出した。
85)誠査は1988年8月に実施した。なお，向調査の概略は拙論で報告したことがあるので参照さ
れたい(田焔久夫・金丸良子 1992b pp.15-18)。
86)純農村は三星村・灯塔村・蝉南村・小展村-・東i峰村・紅旗村・星民村・洪家村，漁村は黄沙
村・釣内村・海峰村・釣門村，塩田をもっ漁村が北馬峠村である。
87)以下本文中の統計数値の年次は， 1988年4月末日のものである。
88)約100名の住民が塩田に従事している。
89)紡績工場では主として羊毛のシャツなど下着を製造している。なお，その他大工・左官・石
工・ペンキ屋などの手工業に従事するものが12名 商業に従事するものが同様に12名存在する。
90)正確に表現すれば，これらの漁船は当生産隊の所有ではなく，北馬峠村居民委員会の集団所
有である。
91)一般には鷹爪蝦と称されている。
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92)漁船の乗務員で年間の収入がもっとも高かったのは船長で7，000元，低かったのは「焼飯J(炊
事係)で3，000元である。なお，乗務員 l人当たりの年間平均収入は約5，000元であるという。
当時，新規大卒の月給が150元前後であったので，相当な高収入といえる。
93) もっともIJ、型の 2トンの漁船の場合，村の漁港の出入口周辺でよく操業が実施されている 0
94) 3名が従事している。
96)冷凍魚、は，傷ついた魚、など出荷できないものを冷凍にしたものである。
97 )例年だと年間3，000元ぐらいの収入が見込まれる。それ故，従業員 1人当たりの年収は1，000元
ぐらいとなる。
98)養殖事業を拡大する計画がない加の理由としては，他の漁村でも同様に塩田などを整理して
対自民の養殖場とすることが増加していることが考えられる。事実，舟1諸島を含むj折江省で
は，多くの塩田が姿を消し，養殖場に転換されてしまった。
99)木製の熊手のような道具を用いて，入力で行なっている伝統的な形態を残している塩田も存
在する 0
100)食用とされるのは「精塩Jと「普通塩Jである。
101)実際には塩田の現場で働くのは全体の85パーセントであり，他は幹部として製造された塩
の管理を主たる業務としている。
102)塩の販売価格は全国一定ではなし=。当地で製造された塩は，安徽省、で販売される場合もっ
とも高い。その理由は 安徽省がもっとも遠方で運送費が嵩むからである。
103)舟山市定海E互には 舟山市塩業局直属の塩田を含めて26の塩田がある。これらの塩田での
塩の年間精算量は 5万トンである。 i折江省全体の約10分の lを占めるといわれている。なお
省内では，舟山市・寧波市・温州市・台州市の 4地区で製塩が行なわれている。
104)調査は1993年8月に実施した。
105)統計数値は1993年4月末自現在である。
106)県域までは，上海市郊外の芦潮港より高速船で約 3時間である。この高速船は， 1991年4
月より運行が開始され，毎日航行している。その他，上海市十六舗橋頭および舟山市定海か
らの船便も毎日運行している(金， 1992 pp.73-77)。
107)外国人は1992年3月まで県全域を訪問することが禁止されていた。 4月からは県城内のみ
参観できるようになった。
108)現在では，東・西の緑華山・東庫山のみが有人で，他の島は無人島になっている。なお，
1972年東緑華山と西緑華山とを結ぶ架構(，緑華大橋J)が開通した。この橋の建設には当時
駐留していた人民解放軍が関与していた。しかし，箪隊がその後移動したため，集落と橋と
を結ぶ道路は中断されたままである。
109)以前はi車線華村大苔が村の中心であった。しかし，ここは良港に恵まれないため，行政機
関は良港のある翻i謁に置かれることになった。なお，大苔と翻尚との距離は約 1キロメート
ルで陸路で連絡されている。
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110)定期船には，毎日野菜・果物などの生鮮食品をもった小売人(行商)か集船している 0
111 )利益はそれぞれの漁民が出している投資額に応じて分配される。
112)それ故，厳密な意味では漁業生産隊を形成していないので， b)類型に該当しないかも知
れなし】。しかし，集落の全住民が漁業に従事するということで， b)類型の事例とした。す
なわち，北馬IU寺村で、みられた f個体船jが発展したものと考えられる。したがって，漁民で
あっても出資できないものは，漁船に乗務して漁携を行なうことはできなしl。そこで，水産
加工工場で働いたり，磯場に付着している亀足 (Mitellamitellα) ・単歯螺(M，仰odontαlαbio)
などを採集して生計を立てることになる。
113 )かように，すべて個人が自由に販売するため，郷政府としては漁獲量の正確な数値を把握
することが図難だと思われる。かかる点も 部外者に具体的な数値を公表しない理由となっ
ていると思われる。
114 )日本の大手水産会社で、ある T漁業との合弁会社として創設された。資金はT漁業が出し，
支払いは郷政府が買いあげた魚であった。この工場は 200トンの魚をマイナス摂氏20度で
冷凍貯蔵することが可能で、，舟山諸島の郷鎮企業としては当時もっとも新しい設備であった。
しかし，魚、の信i格が不安定で，かつ一定した供給ができない。加工工場の従業員の経験不足
でうまく稼働しないなどの理由で， 1993年3月にこの工場から T漁業は手をヲlいた。現在で
は県の農業銀行の所有となっているが，休業状態である。
115)東庫山村副書記沈府君氏の談による。
116)すべて木造機帆船で，最大のものは150馬力(2殻)で以下120馬力(10般)・ 80馬力(5綾)
などである。その他，石斑魚専用の釣船(3， 6，-12の各馬力)が10綾余りある。
117)現地では「チンシュワンjと呼ばれていたが，学名などは不明。
118)箆には多いときには20匹も一度に入ることがある。
119 )なお， 1993年の市場における売り渡し儲揺は 1斤18元であった 0
120)この他「張網jでソj、魚・エビ類を捕獲するが多くはなし'0
121)郷内でも養殖の開始年代は異なる。例えば，西緑華村大否では1990年より開始している。
122)しかし，かつての綱元のように，資本だけを出資し，漁船に乗務しないというものはいなかづた。
123) 1985年当時，コンクリート製の二階建て家屋が2万元ぐらいであった。
124)テレビ・洗濯機・冷蔵j車などが普及している。
(邦文)
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本書は， 1993年 l月27日-29日に香港中文大
学において開催された「中国儀戯・慌文化国際
検討会(InternationalConference on Nuo Theatre 
and Nuo Culture) J提出された報告をまとめて，
f民俗11芸j誌上に特集として組まれて刊行さ
れたものである。
本論文集が出される背景としては，台湾の清
華大学人文社会学院の王秋桂教授(中国民間文
学専攻)が，台湾のみならず，香港，中居，さ
らにはヨーロッノf・jヒアメリカのフィールド主主
験豊富な第一線に立っている活躍中の学者たち
と協力態勢を築き， Hti原として豊かな蒋経国国
際学術交流基金を巧みに活用していることが特
筆できるであろう。
本論文集には，以下の報告が含まれるor法
事i数初探J(流彼得 [Pietvan der Loon J)， r段
上申微作楊({難)考J(鏡宗限)， r福建省i場地
区的道教J(勢格文 UohnLagerwey J)， r新1Jf披
福建南白人的北斗戯J(容i止誠)， r安i設省賞池
市劉街郷太和章村的{射!1会J(玉兆乾)， r江西
省万載県j車埠郷池渓村漢族了姓的銚魁J(毛礼
銭)， r i折江省東陽市j英人喪葬儀式及儀式劇調査J
(保宏 I~)，“R山al 釦d Ritual Theatre in Liuzhou， 
Guangxi" (David Holm)， r重慶市巴県接龍郷事Ir埼
村小湾合作社整:溝観音会調査報告J(胡天成)， r上
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海県聖堂道院太平公前理J(朱建明)， r論“八将"
在福建的流布，変異及機文化意義J(葉明生)，
“Group initiation and exorcistic dance in Xinghua 
region" (Ken問 thDean， Zheng Zhenman (鄭振満J)， 
「貴ナH省徳江県穏平郷黄土村沖寿健調査述要j
(丹羽多明)， rUJ@riu沃任荘く鼠鼓手Ijl譜〉和爵鼓
健祭調査報告J(黄竹三)， r台湾東港平安祭典的
主爺続境与合境平安J(李豊琳)， r台湾的跳鍾埴j
(丘(5坤良)。
以上の各報告を一つ一つ取り挙げて論ずるこ
とはできないが，全体を通じて， r漢人Jの宗教
儀礼が，中国人の学者によって藍接に調査され
る傾向が近年相当に深化し本格化して来ている
ことが明らかに看設できるであろう。 1993年 4
月下旬に台北で中国民間信仰の国際会議が関か
れており， 1994年 5月にも同地で中国祭記儀式
と儀式戯劇の会議が予定されていると開く。こ
れらの学会への日本人参加者が殆どないことも
あって日本の学界ではこれらの動向の情報が不
足しているけれども 十分に注意すべきである
と思われる。(丸山 宏)
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